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○議長（安達 隆君）  皆さん、おはようございま

す。 

 これより本日の会議を開きます。 

 日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告表の順序により18番、大石忠昭君の

発言を許します。 

 18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  皆さん、おはようございま

す。 

 日本共産党の大石忠昭でございます。くじの結果、

昨日の議案質疑も、きょうの一般質問も久しぶりに

トップバッターとなりまして、緊張をしております

ので、よろしくお願いいたします。 
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 今回の一般質問は、市民の利益第一に、市民から

寄せられました声を紹介しながら、７つの項目で質

問をしたいと思いますので、何とか７つとも答弁を

求めたいと思いますから、なるべく簡単明瞭に答弁

をお願いしたいと思います。 

 第１が、し尿処理場の問題です。 

 私も長いこと議員をしておりますけれども、これ

だけの大きな事業、高田の一般会計だけじゃなくて、

全ての特別会計も含めた以上の大きな事業が、実は

２月19日の広域圏の議会で契約議案が否決されると

いう結果になりました。 

 市長は、今回の議会の冒頭に、「議会のこの採択

の結果を真摯に受けとめて、今後は宇佐・高田・国

東で構成する正副管理者会議で協議をしていく」と

言われました。そのとおりだと思うんです。 

 そこで、大分合同新聞３月８日付の夕刊でこれだ

け大きく載りまして、これでまた市民の間では、今

後どうなるんかなという形で、物すごく心配してい

るんです。 

 なぜかと言えば、この記事を読めば、遅くなれば

遅くなるだけ維持管理費がかさんで大ごとにならな

いかという声もあります。遅くなれば遅くなるほど

工事の設計単価も上がるという計算もありますので、

私は、これを重く受けとめて、今後どうするかとい

う方針を早く決めたほうがいいと思いますので、そ

ういう角度から３つの質問をしたいと思うんです。 

 一つは、これだけの大事業が、執行部が提案した

議案を議会が９対２の多数によって否決したという

ことは、本当に重く受けとめるべき問題なんです。

だから、このことの原因や問題をどう受けとめてお

られるのか、その辺の分析結果を、市長の受けとめ

を聞きたいんです。これが一つ。 

 二つ目に、今後どうするかというのは、市長がおっ

しゃっているように、正副管理者会議で協議すると

いうのは、これは当然なんですけど、新聞記事によっ

たら４月中旬にと、これはなっておるんだけど、私

は、これもなるべく早くして、早く結論を出したほ

うがいいと思っているんです。 

 しかし、今までの経過を見ましたら、今のままの

状況では、幾ら正副管理者会議を開いても、なかな

か合意を得ることが難しいんではないかなと思うん

です。 

 それで、私のこれは提案なんです。私は、否決し

た議会はもちろん傍聴をしておりました。いろんな

質問も、あるいは討論も聞いておりましたけど、今

後、俺が市長やったらどうするかという立場で考え

てみました。それを、今のままだったら平行線で結

論が出ないと思います。 

私は、３市ともが、市長、副市長や担当課長など、

市の執行部でこのことを重く受けとめて、例えば、

豊後高田市としてはどうすればいいのか、宇佐は宇

佐として、国東は国東としてどうしていいかという

執行部の案を練り上げて、議会全員、それから、今

ここで言ったら自治会連合会などがありますから、

住民代表も加えて、その執行部の案を提示して、私

たちとしてはこういうことでやりたいんだが、議会

の皆さんどうでしょうか、住民代表の皆さんどうで

しょうかという形で、全ての市民の英知を集めて、

豊後高田市としてはこういう方向にいくことが一番

いいんだということを持って、正副管理者会議に望

んだら、そう長くなくても早く結論が出るんじゃな

いかなと思うんです。 

 だから、そういう組織をつくって、みんなで知恵

を絞り合って、今後の方針を決める方法をとったら

どうですかというのが二つ目の質問なんです。 

 三つ目は、結果的には大きく分けて二つしかない

んです。一つは、今のまま広域圏で事業を進めるの

か、それとも市独自でやるかしかないでしょ。 

 だけど、それは財政面の問題、あるいは国からの

交付金や補助金の問題、あるいは用地の問題などを

含めまして、私が質問を出しているのは、佐々木市

長がおっしゃるように、市民負担を軽減したいとい

うのはすばらしいことです、私たちもそう思います。 

 市民負担を軽減したいということは本当にいいこ

となんだけども、それが広域圏において事業計画を

練り直してそういう方向にいくのか、それとも高田

は高田でいくのかというのが、どっちがいいかとい

うことを、建設費や維持費など経費面などを含めて、

いろいろ検討をされておるのかどうか、されておる

んならば、こういうことということも２番目の問題

の参考にするためにも、やっぱりこれは大事な問題

だと思うので提起したいと思うんですが、どうでしょ

うか。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  ごみ処理施設についての

質問にお答えします。 

 まず、広域事務組合議会で、ごみ処理施設の契約

議案が否決されましたことにつきましては、ご案内

のとおりでございます。これは、反対された広域の
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議員さんそれぞれの判断によるものだと考えている

ところでございます。 

 次に、今後の基本的な考え方についてであります

が、まずは、今後開催される正副管理者会議で充分

議論をすべきものであると考えております。それを

踏まえた上で対応をしてまいりたいと思っておりま

す。 

 なお、経費面での比較検討でございますが、広域

事務組合で進めている状況でありますので、市単独

での経費の試算は行っておりません。そういうこと

でご理解をお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  今の市長の答弁では、否決

されたことを真摯に受けとめるということで、この

ことを、原因や問題をどういうように分析している

かということで、答弁がほんの短いものであったん

ですけど、私流に言うて、ずっと議会を傍聴してき

ているから全部わかっているんですけど、これは永

松市長時代に進めてきた、永松市長、是永市長、そ

して国東の市長とやってきたことのこの計画に対し

て、議会からは、だめだと言われたということでしょ。 

 質問、討論を聞いておりましても、結局一番多かっ

た反対の理由は、こんな大事業に対して執行部が一

致していないとは何事かと、３人の市長の中で一致

せんものを強行できるんかということなんです。一

致できないということが一番問題なんです。 

 私は、前の永松市長時代に、今のこの事業の進め

方に問題があると、予定価格が余りにも高過ぎる根

拠を示さないでしょ。１社入札なんて入札に入らな

いという問題など、いろいろ問題を聞きました、あ

るいは規模の問題にしても。 

 佐々木市長になりましてから今まで進めてきたこ

とに待ったをかけたわけでしょ、これはおかしいじゃ

ないかと。一つは、予定価格が高過ぎるし根拠を示

さないじゃないかということが大きな問題です。市

民の負担を軽くせないかんということで佐々木市長、

頑張ったんです。その点では立派だと思います。 

 しかし、是永さんは、一致しないまま強行したた

めに議会に否決されたんでしょ。だから、佐々木市

長としては、今後、正副管理者会議に臨んでも、今

までのことだけではらちが明かんと思います。平行

線で、何年たっても同じなんです。 

 だから、あなたの考えが立派かどうかというのも

含めて、二つ目に言っている執行部、議会、住民代

表を集めた対策協議会を開いて、案を持って臨むと

いう正副管理者会議でないと、これはらちが明かな

いと思うので、１番のところはいいです、答弁は。

苦しい答弁だから。 

 今まで、言うなら、永松市長時代にやったことが

間違いだったということが表明されたんです。だか

ら、今度は二度と同じような失敗しちゃいかんわけ

です。住民負担を軽くするというのは第一で大事な

ことです。１社だけで入札をしても、入札なんか言

えない。私が菊池の施設と比べたものを出しました

けど、54億円も違うような結果になったわけでしょ。

そんなことはあってはならないと思うんです。 

 だから、今までの問題をよく分析をして、規模の

問題にしても、予定価格の問題にしても、あるいは

入札方法の問題にしても、特に維持管理費の問題が

一番問題なんです。維持管理費が100億円ほどですけ

ども、これは補助金がないんです。全部一般財源で

やるから、この辺の問題は非常に大事になります。

これもまた予定価格の基準が曖昧なんです。 

 よって、２番目の問題、もう１回、私は市長に答

弁してもらいたいんです。本当に建設的な意見と思

います。これを高田だけでなくて、３市ともやった

らいいけど、３市のことは答弁は要りません。豊後

高田市においては、そういうようなごみ処理場対策

委員会、名前は何でもいいんですけど、そういう組

織をつくって、市民の英知で市の方針を出して、そ

の市の方針を持って正副管理者会議に乗り込むと、

これしかないと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  議員さんのお話でありま

すが、否決されたことについて、改めてそれを踏ま

えた上で、３市の正副管理者会議でこの問題を真剣

に議論をしていかなければいけない、こういうふう

に思っておりますし、また、それを超えるような豊

後高田市独自の方法を提案するのは時期尚早と思っ

ております。 

 そういう意味で、真剣に協議を、まず正副管理者

で、何がどういうふうに問題点があったのか洗い出

していきたいと思っておりますので、ご理解をお願

いいたします。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  私の２番の言っていること

が市長、理解できますか。今のままで、正副管理者

会議で今後の方針を出すというのは、そのとおりな

んです。しかし、これまであなたが市長に就任して

以来の正副管理者会議の模様を聞いてみても、一致、
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なかなかできなかったんでしょ。一致できなかった

んですね。 

 それで、この前の議会か、その前のその前の議会

か、あなたが考えているごみ処理場の構想について、

宇佐市の議員から取り上げられたんです。そして、

事務局から、結局、市民から見たら、佐々木市長が

やられたという形になるんです、そうでしょ。 

 佐々木市長の言っていることは全国でも通りませ

んよと、例がありませんよと、そうでしょ。そんな

ことをしたら莫大な金がかかりますよち逆にやられ

たんです。しかし、あなたは反論できなかったんで

す。 

 だから、同じことを正副管理者会議でやってみて

もなかなかやれないので、それが豊後高田市の意思

として持ち込んだら、それは説得力あります、いう

ことになるでしょ。 

 だから、やっぱり乗り込む前、正副管理者会議を

４月にするというのなら、４月の前に、佐々木市長

の考え方が立派なら立派ということで執行部内で一

致をして、議会とも住民代表とも議論をしてみて、

それが、それでよいち言うんならそれでいったらど

うですかと、今は単独でやったって、水かけ論とい

うか、何回議論をしても進まんと思います。 

 それで言うなら、逆に、ならば、なぜ一致しない

まま是永市長が強行したと思いますか。そこを市民

に明らかにしてください。一致できないのはなぜな

んですか。 

 だから一致できる方向で、是永市長が言うことが

正しいと思っていないです。永松市長がやってきた

ことが正しいと思っていないんだけども、しかし、

あなたの豊後高田市の新しい市長の言い分が通って

いないんでしょ。だから一致できなかたんでしょう

が。 

 そのためには、議会や市民の代表と協議をする組

織をつくることが大事じゃないですかという指摘な

んです。それを持って乗り込むと思うんですが、ど

うですか。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  私は、そうは思っており

ません。否決されたことで、また執行部、正副管理

者の提案で議会提案しておりますが、これは自治法

で定められた方法だと思いますし、否決されたこと

で、またどういうふうに取り組むべきか白紙の状態

で議論をされるものと思っておりますので、その中

で真剣に議論をしていけば道は開けるのかなと、こ

う思っております。 

 ただ、おっしゃったように、採算や工法、あらゆ

る面で議論していけたらいいのかなと、こう思って

おります。そういうことで、よろしくお願いします。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  残念ながら３回しか質問が

できないので、その問題は、次に行きます。次のこ

とで、次のことというのは、広域圏でいくのがよい

か、市単独でいくがよいかと、検討をしているか、

検討をしていないと言われたんです。 

 ほんならば。佐々木市長自身は、あくまでも広域

圏でやることだと、各種新聞を読んでみたら、佐々

木市長は今の草地の処理場を修理しながら使うと、

またその内に新しいものをつくればいいというよう

な書いた新聞もあります。 

 本当に佐々木市長の本心は、単独ではなくて広域

圏でいくということですか。私は、どちらがいいと

いうことを言っているんじゃないんです。そういう

ことも含めて、市民代表も集めて、議会とも一緒に

なって協議して、正副管理者会議に乗り込んだほう

がいいと思うので今聞いているんです。これは、市

長の考え方はどちらなんですか。 

 それで、これを私の科学的な計算では、おくれれ

ばおくれるだけこれは全国的に、オリンピックがあ

る、あるいは東日本大震災があったために、工事費、

人件費、原材料費が上がってきているんです。オリ

ンピックが過ぎたらまた少しは安くなると思います

けども、だから、おくれればおくれるだけ大きな市

民負担になってくるんです。 

 もう一つは、もしこの間に現在ある草地の処理場

が故障をして使えなくなったら大変な問題が起こる

んです。耐用年数が過ぎてから何十年たったんです

か。無理して使ってるでしょ。だから、この結論は、

私は急ぐべきなんです。 

 市民負担を軽減することも大賛成です。だから、

どちらかというのも市民の関心事なんです。だけど、

新聞記事では、佐々木市長が考えているのがどっち

かがよくわからないんですけど、あなた自身はどう

いうことを考えているのか。そのことを議会にも住

民代表にも諮って議論をして広域圏に持ち込んだほ

うが、それはあなたの考え方も通っていくんじゃな

いかと思って、私は建設的な意見として上げている

ので、ここ答えてください。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  今の質問に対しては、広
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域圏でやるのか、単独でやるのかというお話も含ん

でおると思いますが、今現在、広域事務組合に加盟

しておりますし、今、単独でやるということは全く

考えられない状況下にあるというふうに理解をいた

だきたいと思います。 

 今、３市で広域事務組合をつくっておる、その中

の豊後高田市であるという認識をしていただけたら

理解できるんではないかなと思っております。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  もう１回質問できますので、

今聞いて、今まで、今のところは広域圏でやるよう

になっているからと、佐々木市長の中には、いやも

しかして高田は単独でもという考えがあるのかどう

か。広域圏の議会の中では、一番反対した理由に、

これを強行したら、高田が離脱したら困るというよ

うな発言もありました、議会の中では。 

 だから、あなたはもう離脱する気はないというこ

となのか。それも市長だけで決めるんじゃなくて、

議会とも住民代表ともあわせて今後の方向というの

は決めてもらいたいと思いますけど、それを、永松

市長のやり方も、こういう大事な問題を議会と余り

実際膝を詰めて議論をしたことはないんです。 

 こういう問題というのは、市長が代表として出る、

議会のほうは３人しか出ていないんです。私は入っ

ていけないんです。だから充分協議をしないと、否

決という大事件が起こったんだから、今後どうする

かというのは、市長だけの考え方でいくんじゃなく

て、執行部で議論をする、議会とも、住民代表とも

議論をするという体制をつくってもらいたいので、

もう１回述べておきます。 

 そういう気はないんですか、ここの単独か広域圏

でいくかというのも、自分の考えじゃなくて、皆さ

んと一緒にできんですか。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  これは方法論になります

が、今の段階では単独でやるという私一人の判断で

はできないということを申し述べさせていただきま

す。 

 当然のことながら、３市で意見が合わないという

ことで決裂した場合でありましても、私の判断で、

高田だけでやるという判断はできません。 

 そういう場合は、高田の市議会で、単独でやるべ

きか、広域圏でやるべきか、そういうことを議論を

いただいて、豊後高田市の議会の議決なく高田単独

ということはあり得ませんので、その点は、その段

階になりましたら充分議論をさせていただきたいと

思っておりますし、そういう中で、先程お話があり

ましたように、議員の皆様方の意見をしっかりとい

ただきながら検討をしてまいりたいと思っておりま

す。よろしくお願いします。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  この分だけで23分かかりま

したので、次に行きます。 

 次は、障がい者の問題についてです。 

 ご承知のように、大分県では障がいのある人もな

い人も心豊かに暮らせる県づくり条例が去年の４月

から施行をされております。その年の９月議会だっ

たと思うんですけれども、私は、神奈川県で起きま

した障がい者施設の元職員が９人の入所者を殺害し

たあの痛ましい事故のことを取り上げまして、やっ

ぱり豊後高田においても県と同じようなこの障がい

者のための市の条例をつくるべきではないかと提案

をいたしました。 

 検討事項になっておりますけれども、その後、検

討結果はどうなったのか、一日も早く豊後高田市に

おいても制定すべきだと思いますが、市長の考え方

を求めたいと思います。 

 もう一つは、障がい者において、なかなか外出を

するのにリフトつきのタクシー、あるいは普通のタ

クシーでも何らかの補助金をということで、大分県

内全部調べましたけれども、それぞれ金額は違いま

すけれども、補助制度を設けております。 

 今のところ、この制度がないのは４市だけです。

５市か、５市だけども、宇佐市が今度やるようにな

りましたので、あと高田、竹田、由布の３市だけに

なりました。残りが３市だけになるようなんです。 

 ぜひ高田でも実施をしてもらいたいと思いますが、

どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  障がい者問題につ

いての内、まず、条例の制定についてお答えいたし

ます。 

 条例の制定につきましては、平成28年第３回定例

会においてご答弁申し上げましたとおり、実効性の

ある施策とあわせて総合的に判断していく必要があ

ると考えております。 

 そのため、社会福祉施設やハローワーク、医療・

保健等関係機関や障がい者団体の代表者で構成され

る豊後高田市地域自立支援協議会や、実務担当者等

で組織された専門部会において、大分県条例や別府
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市の条例の内容等を説明させていただきました。 

 また、本年４月から杵築市と日出町においても同

様の条例を施行予定と聞いておりますので、その内

容や施策の方向性、県下でいち早く制定した別府市

において、障がいのある方の取り巻く環境がどのよ

うに改善されているかなど、自立支援協議会におい

て引き続き調査研究し、その上で関係者と充分議論

を重ねてまいりたいと考えております。 

 次に、タクシーの助成制度についてお答えいたし

ます。 

 現在、障がい者に対する公共交通運賃等の割引は、

タクシーやＪＲ、航空機、バス等で最大５割引にな

る制度がございまして、４月からはバス運賃につい

て、精神障がい者も割引対象として拡大される予定

となっております。 

 また、移動手段として利用する自家用車の自動車

税や有料道路割引は、障がいの程度に応じては介護

者なども対象とするものもございます。まずはこう

いった割引制度について広く対象者へお知らせして

いく必要があると考えております。 

 議員ご提案の助成制度につきましては、このよう

な割引制度とあわせてご利用いただくものでありま

すので、他市の制度も参考にし、自立支援協議会等

で充分ご意見をいただきながら検討をしてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  一つ目の条例制定のことに

ついて、自立支援協議会で協議をしたけれども、今

のところそこまでいっていないということなんです。

別府市が最初につくり、大分県、それから杵築市、

日出町もできました。 

 実は、河野商工観光課長がおいでますが、中小企

業振興条例なるものは、これは課長の力も大きいで

すが、業者や関係者も講師を呼んで学習会をするな

どして、業界の動きも大きいんですけれども、中小

企業振興条例は、大分県で日田に次いで２番目にで

きたんです。だから、わざわざ国も法律をつくり、

県も条例をつくって、こういう10年間の計画までで

きておるんです。 

 そういう中で、いいことについては、佐々木市長、

率先してやると、条例をつくるということは、そう

特別な財源負担になるわけじゃないんです。障がい

者の問題をどう見るかなんです。ある人もない人も

心豊かにその地域で皆さんで支え合っていけるよう

に、市民のこの意識を高揚していくためにも大事な

ことです。でしょ。 

 どういう施策をやるかというのは、この10年間の

計画で持ち出しているんです。条例をつくるという

のは当然のことなんです。 

 いいことは、18市町村あるけれども、その中でも

率先してやるというような姿勢を、佐々木市長、示

してもらえんでしょうか。 

 いいことを大いにやるというのは大事な点なんで

す。永松市長に対して批判をしております、問題は

問題としていまして、永松市長時代でもよそにない

ことをやったことも随分あるんです。 

 佐々木市長は、それ以上に、市民の利益第一でや

るというのなら、各種のことをやってもいいです。

条例というのは基本なんです。議会に諮って、本当

に障がい者をどう一緒になって守っていくか、これ

は大事な問題ですから、早くつくるという、今から

また検討をするとのことだから、６月議会までは出

せるとか、９月議会までには出せるという方向で、

日出町でもできたことが、この豊後高田市でできな

いというのはおかしいです。 

 日出町も新しく町長がかわって、やれということ

をやったんです。どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  先程、課長が答弁したと

おり、地域自立支援協議会等で充分議論をしていた

だくものと思っておりますので、そういうことで理

解をお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  いいですか、今のごみの問

題との整合性で見るなら、ごみの問題こそ市長の考

え方だけでなくて、何らかの会をつくってやれとい

うことに対しても、いや努力していることを市長と

してやると言うわけ、今度は、この条例をつくると

いう問題では、自立支援協議会で議論をしてもらい

ますと言うわけ、それこそ市長の権限です。 

 あれが私たち議員でも提案することのできる権限

を持っているんです、法律や条例というのは。そう

でしょ。そこで協議しなければできないということ

じゃないんです。 

 だから、市長自身が大分県の県条例や、別府市や

杵築市、新しくできました日出の条例なども参考に

して、こんなことならそう金かかるわけじゃないや

ないかと、本当に障がいのある人もない人もお互い

に助け合って、本当に豊かに高田で暮らしてもらい
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たいという気持ちで条例をつくるということなんで

す。それができないのか、もう１回聞きます。 

 市長の考えでやろうというのはないんですか。ご

みはいろいろ自分なりにアイデアを持っているわけ

でしょ。ごみ処理場では。今度は障がい者に対して

も高田では県下に先駆けてやったらどうですかと言っ

ているわけ。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  先程申したとおり、まず

協議会等で充分議論をいただいて、その意見をお聞

きしたいとも思っておりますので、そういうことで

理解をお願い申し上げます。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  あとは、タクシーのことで、

これもいろんな施策をやっているから、あわせて云々

としか答弁がないんです。これもあと３市だけになっ

たんです。 

 これを夕べ読んでみましたら、計画書を読んでみ

ましたら、計画をつくるまでにアンケートをとって

いるんです。アンケートの中で出ているのは、何が

外出する際に不便ですかといったら、バス代や電車

代などの金銭面なことが一番困難なんですと、ここ

書いているんです。 

 その次は、外出で不便なことはどんなことを感じ

ますかといったら、福祉タクシーやリストつきバス

など、気軽に利用できる移送手段が欲しいとなって

いるんです。 

 もう一つ出ているのは、市が取り組むべき施策と

して何が欲しいですかと、外出時の移動手段などの

支援を充実してほしいと、こうなっています。この

声に応えるべきなんです。 

 よそがやっているのに３市だけ残ったということ

は、本当に前の永松市長が恥ずかしい思いをせない

かん。佐々木市長にかわったんだから、よそがやっ

ていることを高田でやらんちゃ何だと、急いでやれ

というのが本当なんです。そういう気はないんでしょ

うか。 

 議長、時計とめてください。 

○議長（安達 隆君）  しばらく休憩します。 

午前10時34分 休憩 

午前10時35分 再開 

○議長（安達 隆君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  大石議員の再質問

にお答えします。 

 障がいのある方に対する経済的支援につきまして

は、タクシー券の交付を含めて、各市でいろんな取

り組みを行っておるところでございます。そのため、

その制度について各市ではまちまちでありますので、

先程ご答弁申し上げましたとおり、他市の実施して

いる内容も参考にしながら、自立支援協議会で充分

ご意見をいただき、検討をしてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  何とか早くできるように要

望しまして、次に行きます、時間がありませんので。 

 次は、３番目が、犯罪被害者支援条例についてで

あります。 

 全国的には、新聞・テレビでご承知のように、次々

とあってはならないような悲惨な事件が起こってお

りまして、いつどこで誰がどんな犯罪被害者になる

かわからないような恐ろしい状況があります。 

 大分県では、去年の12月議会で条例を制定し、４

月から施行されます。今開かれております県議会に

おきましても、被害者に対する見舞金など支援策の

予算も含まれておりまして、これは、あくまでも市

が条例をつくって市が実施をした場合に、その見舞

金など支援額の半額を県が助成するという予算なん

です。よって、私は、もう６月議会には、市でも条

例案やそれに伴う予算が出せるようにしてもらいた

いと思いますが、もうこれも、もうとにかく時間が

ありませんので、やるかやらんかだけ答弁をしてく

ださい。もうそれだけでいいです。もうあとは要ら

ないです。 

○議長（安達 隆君）  市民課長、都甲賢治君。 

○市民課長（都甲賢治君）  それでは、犯罪被害者

支援条例についてお答えします。 

 昨年の12月議会にて、土谷議員……。 

○18番（大石忠昭君）  もうやるかやらんかだけ言っ

てもらえれば。結論だけ。 

○市民課長（都甲賢治君）  やります。 

○18番（大石忠昭君）  え。結論だけでいい。 

○市民課長（都甲賢治君）  答弁でお答えしました

とおり、市の関係機関と協力して、既存の施策での

支援や情報提供などを活用しつつ、他の市町村の動

向を注視しながら、条例の制定を目指してまいりた

いと思います。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 
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○18番（大石忠昭君）  今、条例の制定をしてまい

りたいと答弁があったんですね。これは、するかし

ないかは議会が最終的に決めるんですよ。市長にも

う一回お尋ねしますが、私が提案しているのは、条

例と同時に見舞金など支援策の施策も打ち出して、

６月議会には補正予算として提案すると。県に聞い

てみましたら、市がやれば、４月にさかのぼっても

国庫補助対象にするというようなんで、高田におい

ても予算と条例を同時に出してもらいたいと思いま

すが、どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市民課長、都甲賢治君。 

○市民課長（都甲賢治君）  それでは、大石議員の

再質問にお答えします。 

 条例の制定を目指しております県内の４市以外の1

4市につきましては、今、大石議員がご提案ありまし

たように、要綱・規則の準備を今しておりまして、

新年度より県の条例に対応できるように努力してい

るところでございます。 

 以上であります。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  他市がどうしようちゅうこ

とを聞いているんじゃないんですよ。もうそのこと

を知った上なんでね。市長に対して、条例提案説明

は市長ですから、市長が条例を提案する、補正予算

を提案する考えがありますかちゅうこと聞いている

わけ。 

○議長（安達 隆君）  市民課長、都甲賢治君。 

○市民課長（都甲賢治君）  先程ご答弁申しました

ように、制定に向けて努力していきたいと考えてお

ります。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  結局条例も予算も提案する

ということですね、市長。そういうことですよね。 

 次は、タクシーについてですが、これももうなる

べく答弁簡単でお願いします。質問も簡単にします。 

 私は、佐々木市長の初議会の時にこの問題取り上

げまして、市長は、お年寄りの自宅に近い範囲内の

ところまで乗合タクシーが回れるような対策を講じ

たいと答弁をされております。その後、検討をされ

まして、今後そういう事業をどうするのか。もう簡

単にどうするということだけを答弁してもらいたい

と思います。 

○議長（安達 隆君）  地域活力創造課長、川口達

也君。 

○地域活力創造課長（川口達也君）  それでは、大

石議員の市民乗合タクシーについてお答えします。 

 市民乗合タクシーにつきましては、路線バスの一

部廃止に伴う日常の移動手段ということを目的に、

これまで現在、年間で約２万人を超える方に利用し

ていただいております。また、利用者の多くは高齢

の方であり、病院への通院や買い物など、日常生活

における移動手段として利用をされております。 

 しかしながら、周辺部を中心に高齢化が進む中で、

今後も年齢的要因からみずからの運転に不安を持た

れる方や、乗合タクシーの停留所まで行くことが困

難な方もさらに生じてくると予想されるため、より

高齢者の皆さんが利用しやすい形態を構築する必要

があると考えております。 

 そのため、新年度から、現在運行をしております

路線とは別に、一週間に１回、中心市街地エリアを

除く地域において、すでに設置されている乗合タク

シーの停留所などと自宅の距離が一定程度離れてい

る場所を対象に、事前に本制度への利用登録を行っ

ていただいた方に対しまして、より自宅に近い場所

を乗降場所に指定した予約型の乗合タクシー運行を

試験的に実施をしていきたいと考えております。 

 市民乗合タクシーにつきましては、重要な交通移

動手段でありますので、今回の試験的な運行を通じ

て、より利用しやすい運行形態を模索してまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  あと、予算委員会などもあ

りますので、詰めた議論もしたいと思います。 

 次、あと３つありますので、要領よく質問もしま

すので、答弁のほうも、もうほんの一言で答弁をし

てもらいたいと思うんです。 

 高田高校の市外からの受け入れ体制の問題です。

もうご承知のように、今のままでは高田高校の存在

がどうなるんだろうかという心配されることですね。

やっぱり市内の子どもだけでは維持できないような

状況が起こっております。 

 よって、永松市長時代に旧県職の寮を、処分寮を

買い取って、改修して、無償譲渡をしているんです

よね。その結果、近所の人から聞くのは、１人とか、

あるいは３人とか、今一番多いときで９人しか入っ

ていないんですよね。ここを大いに有効活用しても

らって、やっぱり市外からの受け入れ、市内でも周

辺部からの受け入れをして、高田高校を守ってもら

いたいと思いますが、その辺どう考えるのか。 
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 もう一つは、高田高校がこういうビラを１月に、

１月18日であったかね。折り込んでいますが、市長、

見たことはありますか。ありますか。この内容から

いくなら、男子生徒は寮でと、女子生徒は何とかお

宅の家に住まわせてもらえませんか、食事をさせて

もらえませんかという、高田高校生のホストファミ

リー募集というのを出しているんですよ。これが、

市と何らかの連携をしてやっていることなのか、そ

して、その結果、登録人員が幾らになって、これを

やることによって、地区外からの女子生徒が高田に

住めるようになるような見通しはできるのかどうか

ね。私は、佐々木市長が人口増対策を大きな柱にし

ていますんで、大変いいことだと思いますよ。それ

ならば、少しでも助成制度をつくってやれば、登録

協力してくれる人もふえるんじゃないかと思います

んで、その辺、何か検討できないかどうかお尋ねい

たします。もう簡単で答弁いいです。 

○議長（安達 隆君）  財政課長、飯沼憲一君。 

○財政課長（飯沼憲一君）  高田高校の寮の効果に

ついてお答えします。 

 お手元の資料５ページにございますとおり、毎年

５月１日時点の入寮者数の推移を見てみますと、寮

を整備した初年度の27年度は、市外からの入寮者が

１名、28年度の入寮者は３名、その内市外から２名、

29年度は入寮者９名の内、市外からは７名と年々入

寮者がふえ、特に市外からの入寮者がふえている状

況です。 

 寮の整備で、市外からの生徒も入学しやすい環境

が整えられ、実際に他市からの生徒がふえているこ

とから、一定の効果が出ているものと考えておりま

す。 

 寮は、高田高校同窓会が運営しております。入寮

者が多くなるよう努力もされているようでございま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  教育庁学校教育課長、小川

 匡君。 

○教育庁学校教育課長（小川 匡君）  それでは、

大石議員のホストファミリーの取り組みについてお

答えいたします。 

 ホストファミリーの取り組みにつきましては、高

田高校によりますと、平成30年１月17日、新聞折り

込みの中で、女子生徒の受け入れ対策として、ホス

トファミリーの登録について市民に向けてお願いを

したとのことです。 

 高田高校に確認したところ、現在のところ、ホス

トファミリーの申し込み件数は２件であります。ま

た、女子生徒の入居希望者については、ないとのこ

とです。 

 現在、県内のそれぞれの地域は、人口減少問題に

対応をするための取り組みを進めており、高田高校

も高高躍進プロジェクトを初め、さまざまな事業を

導入して、定員確保に向けて努力をしているところ

だと認識をしております。 

 その中の一環として、ホストファミリーの助成制

度につきましては、今後、関係機関と協議をしてま

いりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  男子寮について、今現在９

人入所しているんですけど、だんだんふえていると

いうことなんですが、実際には何人ここ収容できる

のかね。都合によっては、女子寮とちょっと区別し

て、あの中に女子も入所できるようにできないかと

いうことなんですね。どうしても高田高校を守って

いくために、市外からの皆さんが高田に住み着きた

い状況をつくれば、人口増にもつながっていくと思

うし、第二のふるさと豊後高田市ということにも、

今後ともに効果があるんじゃないかと思うんですよ。

その辺の検討は、佐々木市長、できないんでしょう

か。 

○議長（安達 隆君）  財政課長、飯沼憲一君。 

○財政課長（飯沼憲一君）  寮の入寮可能人数でご

ざいますが、13部屋、寮としてはありまして、２人

ずつ入れますので、最大で26人、寮生は入れる施設

になっております。 

 あと、女子の受け入れにつきましては、男子生徒

と女子生徒が同じ寮内で生活することは、保護者の

方が心配されたり、また、秩序が保てないおそれが

あるといった観点から、運営側、高田高校同窓会で

すけども、運営側と高田高校さんも含めて、ちょっ

と難しいかなというふうに考えているようでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  時間がありませんのでね。

今聞いてわかるように、26人入れるのに、９人しか

入っていないんですよね。 

 今度、最後に市長に、寮の有効活用や各家庭の協

力者を募る、今のとこ２件しかないようですけどね。
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こういう事業なども含めてですよ。もう高田高校任

せじゃなくて、やっぱり市もあらゆる支援をして高

田高校を存続すると。このことによって豊後高田市

の人口をふやすということで、市長も何とか、アイ

デアの市長ですから、アイデアを持ってやってもら

えんでしょうか。一言。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  今、ホストファミリーが

２件申し込んでおるという、そういう意味では、受

け入れ体制が女性についてもできるかなと。しかし

ながら、入寮希望者はゼロという現実も、認識しな

ければいけないんではないかなと思っております。 

 また、この高田高校存続のためのいろいろな対策

についても、市といたしましても協力をしてきてお

るところでありますし、この青鷹寮そのものも、こ

の協力の大きなアイデアではないかなと。ただ、入

寮26名でありますが、他の市町村から豊後高田にそ

れだけ来たいという希望が精一杯他市からの高田高

校の受け入れに活動をしていただいておりますけれ

ども、なかなか他市も人口減少の中で、高校存続の

ための努力をしていただいておりますし、そういう

意味では、子どもに対する綱引きがお互いに自治体

で引っ張り合いが行われておるんじゃないかなと思っ

ておりますし、趣旨といたしましては、高田高校存

続のために一人でも多く、希望としては26人、満寮

になることが一番いいんでありますが、私は、１人、

２人から９人までこうしてふえてきておるこの努力

も買ってみたいと思っておりますし、これからも引

き続き努力していただきたいと思っております。当

市といたしましても、精一杯協力させていただきた

いという気持ちがあります。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  あと８分になりましたので、

あと２点について答弁を求めたいと思いますので、

答弁要領よくお願いいたします。 

 １点目は、宇佐駅の充実・拡充の問題なんですけ

れども、ご承知のように、ＪＲ九州は、今度の３月

のダイヤ改定に伴って、大分市の各駅を始め、九州

各駅で、いわゆる無人化を図る、あるいは、ソニッ

クなどの減便を図ろうとしておりまして、もう大問

題なんです。私たち市民の足を守っていくためにも、

あるいは、佐々木市長が掲げております観光振興を

していくためにも、宇佐駅の拡充というのは非常に

大事な問題なので、以下３点質問しますので、答弁

は一言でいいですから。 

 一つは、これ以上の営業時間の短縮を、宇佐駅に

ついても柳ヶ浦駅についてもやらせないと、その働

きかけをしてもらいたい。 

 それから、ソニックが多く４便減便になろうとし

ておりますので、減便は相ならんと、住民の足を守

るということで、減便の撤回を求めてもらいたい。 

 ３つ目には、これも永松市長時代から言っており

ますね。エレベーターなどバリアフリー化を急いで

もらいたいという、この３つの申し入れをＪＲ九州

にやってもらいたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  企画情報課長、藤重深雪君。 

○企画情報課長（藤重深雪君）  宇佐駅の拡充につ

いてお答えをいたします。 

 宇佐駅は、本市に最も近いＪＲの駅でございます

ので、市民の皆様の通勤・通学に利用されておりま

す。また、国東半島の西側の入り口であり、八幡様

の総本宮である宇佐神宮の最寄りの駅でもあること

から、観光客にとりましても大変重要な駅であると

認識いたしております。 

 議員ご質問の宇佐駅の営業時間の短縮や停車列車

の便数、宇佐駅のエレベーター整備によるバリアフ

リー化などについて、これまでも九州地域鉄道整備

促進協議会を通じましてＪＲ九州に要望してまいり

ました。 

 しかしながら、宇佐駅に停車する普通列車は、こ

れまでの要望どおり、上下あわせた28便で減便はご

ざいませんが、特急は３月17日からローカル線を維

持するための利用実態に合わせたダイヤ改正として、

上り・下り１便ずつが減り、45便から43便に改正さ

れることが決定しているとお聞きしております。 

 ＪＲ九州の問題は、一自治体のみの問題ではあり

ませんので、大分県や宇佐駅と柳ヶ浦駅がある宇佐

市はもとより、県内自治体とも連携を図るとともに、

市長会なども通じまして、引き続き粘り強く要望し

てまいりますので、ご支援をお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  このことも市長にもう一回

だけ聞きます。今、課長から引き続き働きかけると

いう答弁がありました。立派と思いますよ。市長も、

宇佐駅の問題というのは、高田だけの問題があり、

宇佐との関係もありますんで、あるいは国東との関

係もありますので、ごみ処理問題ではなかなかうま

くいっていないようですけれども、この問題につい

ては、市民の足を守ると、観光客の足を守るという
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ことで、宇佐市とも、あるいは国東市とも連携して

強力に働きかけてもらいたいと思うんです。といい

ますのが、大分の８駅の無人化が問題になりました

けれども、やっぱりこれは市を挙げての戦いで、一

番決定的だったのが、障がい者の皆さんが抗議行動

をやったんですね。これが決め手になって、８駅の

内の７駅は撤回したんですよ。だから、やっぱり世

論や運動がＪＲを変えますんで、市長、この問題の

市民の足を守ると、観光客の足を守るということで、

この３つのことでＪＲに働きかけるという、あなた

自身も働きかけるというふうに答弁してもらいたい。

どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  今までも働きかけてきた

経緯がありますし、大分県も各自治体も今のＪＲそ

のものの無人化、また減便についても真剣に向き合っ

ておりますし、大分県とともにしっかりと取り組ん

でいきたいと思っております。よろしくお願いいた

します。 

○議長（安達 隆君）  18番、大石忠昭君。 

○18番（大石忠昭君）  宇佐市とは一緒にやると言

わんだったけど、もう宇佐市とも国東ともご一緒に

やっていただきたいと思います。 

 最後になりました。津波の緊急避難所の問題につ

いてであります。 

 私ども議会が始まる前には、今度の議会で取り上

げてほしいことはありませんかという宣伝カーで回

るんですけど、でも、各地で特徴的なことは、この

津波の避難諸問題で出てきたんですよ。私なりにも

う全地域を調査をしてみました。確かに言われると

おり、看板が立っている海から近い緊急津波避難所

を見ますと、やっぱり路面が悪いところ、外灯がな

い、夜、津波が来たらどうするんだという場所ばか

りですね。よって、やっぱり私調べてみましたら、

年間予算が4,823億円あります、国ではね。豊後高田

でもそれぞれ生コン支給とかいろいろ援助をして、

随分改善はされておるんですけれども、もう例えば、

直接聞いた話でいきますと、花屋のところの海の近

くのところね。もう本当に夜、夜は行ってみました

けど、夜、普通避難できませんね。それから、真玉

でいうならば、泊のところ、いわゆる狐狸庵に上が

るとこの３差路のところね。ここにも避難所という

看板があります。ここも真っ暗ですね。水がたまっ

ています。こういうところについても、水たまりを

抜けるとか、街路灯をつけるとかあります。その奥

にも避難所という緊急避難所看板が下がっていまし

た。夜も行ってみましたけれども、全く、お宮があ

るんです。金比羅様というお宮があるんだけども、

電気もない状況。もう路面がガタガタだという状況

ね。あるいは、香々地で一番大きな津波の緊急避難

所は八坂神社。ここも一部舗装しましたけれども、

電気がない。お宮にも電気がない状況などあります

ので、何らかの方法で、やっぱり海に近いところ、

本当に急に急ぐところについては、街路灯とか、路

面の悪いところは路面の補修などに援助策を講じる

べきじゃないかと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  総務課長、佐藤之則君。 

○総務課長（佐藤之則君）  津波緊急避難場所につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 市では、これまで津波などの災害に備え、自治会

ごとに話し合いをしていただきまして、避難路や避

難場所を決定した地区防災マップの作成を進めてま

いりました。おかげさまで、平成28年度までに全自

治会で地区の防災マップを作成することができまし

た。また、小学校単位で避難訓練などの実動訓練を

実施し、迅速な避難体制の確保を図ってまいりまし

た。 

 ご指摘の津波緊急避難場所につきましては、これ

までこういった実施してきました訓練、研修の中で、

沿岸部の海抜が低い自治会を対象に、津波をやり過

ごすための緊急避難場所をそれぞれで決定していた

だき、その周辺に津波緊急避難場所であることを示

す看板や、誘導案内板を設置してまいりました。 

 津波緊急避難場所までの避難路につきましては、

これまで県の地震・津波対策推進事業費補助金や市

の自主防災組織活性化事業費補助金を活用していた

だき、整備を行い、地域防災力の強化を図ってきた

ところでございます。 

 また、防災の基本は、自分の命は自分で守る自助

と、地区住民が互いに助け合う共助が大変重要でご

ざいます。これまで防災訓練の中で市民の皆さんに

お願いしてまいりましたとおり、個人の装備としま

しては、自助の部分として、ヘッドライトや非常持

ち出し袋などを準備していただきたいと思います。

あわせて外灯の整備につきましては、共助の部分と

して、地域で外灯の整備を検討し、災害に備えてい

ただきたいと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○18番（大石忠昭君）  もう時間がありませんので、

終わります。 
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○議長（安達 隆君）  一般質問を続けます。６番、

阿部輝之君の発言を許します。 

 ６番、阿部輝之君。 

○６番（阿部輝之君）  議席番号６番、豊翔会の阿

部です。ただいま大変熱のこもった一般質問の後で

すが、私は歯を痛めていますので大きい声では質問

できませんが、気持ちは、心だけは前質問者に負け

ないぐらい質問をいたしたいと思いますので、ぜひ

ご答弁よろしくお願いいたします。 

 通告に従いまして、今回は３点について質問をい

たします。 

 まず１点目は、高田高校のバス通学についてです。 

 小中学校の給食費や高校までの医療費の無償化を

新年度から実施されていますが、高校のバス通学費

も保護者にとって大変負担になります。特に新入生

の家庭には、入学に向けた準備もいろいろあります。

出費もかさむことと思います。そのような中で、定

期券の購入は大変な負担になります。ちなみに、私

どもの香々地から高田高校に通う場合は、１年定期

を購入した場合、現在では11万5,600円だそうです。 

 現在、頑張る高校生通学応援金で、回数券のみ補

助されています。定期券についても同様に考えてい

ただきたいと思いますが、市長のお考えをお聞かせ

ください。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  高田高校のバス通学に関

する質問にお答えします。 

 現在、路線バスを利用して高田高校へ通学する生

徒の保護者の経済的負担を支援するため、頑張る高

校生通学応援金として、大交北部バス株式会社が販

売する回数券１セット10枚つづり購入費に対し、大

交北部バス株式会社による20％の割引と、市からの1

0％の補助をあわせて行い、保護者における70％の負

担でご利用いただいているようになっております。 

 しかしながら、教育や子育て環境のさらなる充実

として、市内で唯一の県立高校である高田高校へ遠

距離から通学する市内在住の生徒を応援するため、

本回数券購入について、大交北部バス株式会社によ

る20％の割引と、市からの補助率を10％から20％に

拡大し、保護者においては70％から60％の負担で利

用していただけるようにしたいと考えております。 

 なお、阿部議員ご質問の通学定期券につきまして

は、これまでは市の補助等はなく、大交北部バス株

式会社における割引のみのため、どうしても保護者

負担の大きいものとなっておりました。そのため、

今回は利用度の高い通学定期券の１年特割分につい

て、新たに市における30％補助を行い、保護者負担

を70％とし、より少ない負担でご利用いただきなが

ら、安心して高田高校へ通学できるよう支援してい

きたいと考えております。 

 なお、本支援につきましては、予算の議決をいた

だきましたなら、４月から回数券や定期券の購入を

対象としてまいりたいと考えております。よろしく

お願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  ６番、阿部輝之君。 

○６番（阿部輝之君）  大変ありがとうございます。

大きく割引される定期券の購入は、４月いっぱいで

ないとならないと聞いております。ぜひ今年度から

実現できるように、お計らいをお願いしたいと思い

ます。 

 続きまして、２番目の石造群作製の進捗状況につ

いてお尋ねいたします。 

 まず、石造文化を活用した誘客促進事業検討委員

会の答申についてお尋ねします。観光スポットの整

備の課題や問題点の調査や、対応方法等の調査業務

を別府大学に委託し、誘客促進事業検討委員会を立

ち上げていますが、委員会の答申はどのようなもの

でしたか。お聞かせ願います。 

○議長（安達 隆君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  石造作製の進捗状

況についてのご質問にお答えいたします。 

 別府大学には、本年度、夷谷地区等に仏教伝来の

ルーツをたどるインド・中国・日本の世界遺産等の

文化遺産を石造群として再現することについての調

査・検討と、新たな誘客施設等の基本コンセプトの

策定業務を委託しておりましたので、その内容につ

いて概略を申し上げます。 

 初めに、仏教文化の伝来から見た世界の石造文化

遺産と日本の磨崖仏について申し上げます。岩山の

岩盤に仏を掘り出す磨崖仏等の石造文化は、仏教の

始まり当初から存在しておりまして、それはインド

からパキスタン・アフガニスタンの一帯を通り、ア

レキサンダー帝国時代にギリシャの石の文化と融合

し、ヘレニズム文化を生み出しました。その後、シ

ルクロードを通じて中国・朝鮮半島を経由して日本

へ伝来したルートと、スリランカ・東南アジアへ伝

わったルートがあります。これらの地域にはインド

のアジャンター石窟群、中国の莫高窟や龍門石窟な

どの有名な石造群があり、その多くが世界遺産に指

定されております。 
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 大分県は日本屈指の磨崖仏県でありまして、シル

クロードの東の終着点とも言えます。中でも本市に

は日本最大級の熊野磨崖仏を初め、福真磨崖仏など

数多くの磨崖仏が存在しています。地域の特徴でも

あります石造文化を活かした誘客対策として、イン

ドから始まる仏教伝来のドラマを、磨崖仏や石窟寺

院に焦点を当てて、ガンダーラ、中央アジア、中国、

朝鮮半島、そして日本へとの、その道のりをたどる

壮大なドラマの果てに、国東半島では鬼が仏に変身

する、また、国東半島の特徴的な奇岩・石窟をドロー

ンで撮影して、歩けない人でも体感できる映像をつ

くり、中国の敦煌にあるように、ＩＴ技術を活用し

て楽しく歴史文化財が学べるバーチャル博物館の整

備が提言されております。 

 そのほか、観光消費額をふやすために、宿泊客が

増加するように、昼の観光から夕方の観光、そして

夜の観光へつながるように、野外でのライトアップ

などチームラボに代表される光イベントの実施、グー

グルマップ等を活用した観光ルートの作成、体験メ

ニュー・食事メニューの工夫による周遊促進対策、

六郷満山の特徴とも言える鬼文化や気球の活用など

が提言されているところでございます。 

 この別府大学の報告をベースにいたしまして取り

まとめられました答申書の概略を申し上げますと、

国内の他地域の事例を見ても、巨大仏像の造立だけ

では誘客効果は低いので、他の地域がまねできない

奇岩が連なる夷谷の自然景観や日本有数の磨崖仏群、

また六郷満山文化を活かした誘客対策を実施すべき

であること。具体的には、耶馬と呼ばれます夷谷の

特徴的な岩峰の景観を復活させるため、景観を阻害

している樹木を伐採することや、インドから始まる

仏教文化伝来を、磨崖仏や石窟寺院に焦点を当てて、

日本への道のりをたどるとともに、奇岩・石窟をド

ローンで撮影した映像により、石造文化及び六郷満

山の歴史が楽しく学べる施設とあわせて、道の駅機

能を有した地域の交流拠点となるバーチャル博物館

の整備などが提言されております。 

 今後は、この答申をベースにいたしまして、でき

ることから順次着手して、誘客促進対策を進めてま

いりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ６番、阿部輝之君。 

○６番（阿部輝之君）  ありがとうございました。

バーチャル博物館の整備が提案されているとのこと

ですが、具体的にはどのような内容でしょうか。お

知らせ願います。 

○議長（安達 隆君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、阿部議

員の再質問にお答えいたします。 

 六郷満山バーチャル博物館とはどういうものなの

かというご質問ですが、答申書では、磨崖仏などの

石造物に焦点を当てて、インドから始まる仏教文化

の伝来から、国東半島の磨崖仏や六郷満山の奇岩、

文化財等をバーチャル映像で楽しく学べるシアター

を備えるとともに、かつ特産品の直売所、簡易宿泊

施設、体験工房などを備えた施設が提言されており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ６番、阿部輝之君。 

○６番（阿部輝之君）  ありがとうございます。再々

質問を行います。 

 今回の別府大学の答申について、市長にお尋ねい

たします。市長は、答申を受けて、市長の選挙公約

の一つに上げた石造群作製に今後どのように取り組

んでいくのか、市長のお考えをお尋ねします。新聞

報道等によると、検討委員会が反対する中、市長は

石造群作製の事業をかたくなに進める考えだそうで

す。市長の石造群作製への思いの熱意をお聞かせ願

いたいと思います。 

 私の思いを少しだけ述べさせていただきたいと思

います。 

 石造群作製は市長の選挙公約でしたが、検討委員

会の答申を受けて、もし市長が矛先を転じることが

あるならば、最初に計画していた西夷の割石の付近

一帯を公園にしたらいかがでしょうか。テーマは石

造文化、磨崖仏ではなく、石造を公園の中央に何体

か並べ、堀で囲むなどすれば、自然や景観を改変す

ることもなく、また、割石の前に神楽殿や太鼓演奏

のできる設備などをつくり、市内外から演奏団体な

どを呼び、神楽では、割石の割れ目から鬼が参上し、

神楽を舞えば、鬼の文化や伝統的文化を後世に残し

ていけるのではないでしょうか。 

 また、先程課長から説明のありましたバーチャル

博物館の整備なども、一度考えてもよいのではない

かと思います。この一帯にきれいな水が流れていま

す。この水を利用してホタルの養殖場などをつくり、

公園一帯をホタルが乱舞する。そのようなさまは想

像を絶するものがあるのではないでしょうか。 

 次に、現在、高田の中央公園で行われているそば

祭りなども、この公園で行い、市内のソバ認定店な
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どを一堂に集め、整備された奇岩をバックにソバを

振る舞えば、市内外からの観光客でにぎわい、行列

のできるようなことにもなるのではないかと思いま

す。 

 また、この地域は、海岸線により気温が２度から

３度ぐらいは低いと思いますが、紅葉する木を主体

に植樹を行い、遊歩道の周りにはヒガンバナなどを

植え、真っ赤な花を見ることができたらいいのでは

ないかと思います。 

 市長提案の石造群誘客の70万人にはとても及びま

せんが、町なかにはない癒やされる自然を利用した

田舎の公園をつくり、数々のイベントを行い、今ま

では海岸線沿いを中心にスポットが当たっていたよ

うに思いますが、山間部にもスポットを充てていた

だければ、何より周辺地域に活力が湧いてくるので

はないでしょうか。奇岩の景観を損ねている樹木が

伐採された後のライトアップなど、いろいろ思いは

ありますが、市長のお考えをよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  先程課長から東夷の開発

については、お話したとおりでありますが、議員さ

んの西夷についての割石一帯の石造文化を、うまく

西夷で自然景観を活かした、また伝統芸能等を踏ま

えた、自然をまさに取り入れた大変貴重なご提案だ

と大変ありがたく思っております。そういう意味で

は、ご提案の趣旨に沿い、実現に向けて検討してま

いりたいと思っておりますので、今後、ご指導のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  ６番、阿部輝之君。 

○６番（阿部輝之君）  ありがとうございます。石

造群の作製については、市長の考えは今ちょっと伺

えなかったんですが、続いて３番目の質問に入らせ

ていただきます。 

 市道高島線の進捗状況についてです。今後の計画

と概要について、地元高島地区より早期着工の要望

の出されている市道高島線の計画と概要について、

お答えできる範囲で結構ですのでお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  建設課長、永松史年君。 

○建設課長（永松史年君）  市道高島線の進捗状況

についてのご質問にお答えします。 

 市道高島線の道路拡幅工事につきましては、本地

域には、長崎鼻や日本で10カ所ほどと言われている

トンボロ現象が見られる馬瀬などの観光資源があり、

長崎鼻とあわせ地域の観光拠点とすることで、さら

なる誘客効果が期待されます。今後の広域的な周遊

観光のためには、バスなどの大型車両の通行により、

観光地の往来が容易になることが大変重要であると

考えております。 

 今後につきましては、地域の利便性向上はもとよ

り、観光地へのアクセス向上のため、道路の拡幅整

備を実施する計画であり、まず来年度、測量設計を

行い、平成31年度より工事に着手したいと考えてい

ます。 

 計画の概要ですが、整備区間としましては、長崎

鼻より養豚場跡地付近までの約1.4キロを予定してお

ります。 

 なお、道路幅員や正確なルート、工事完成時期等

の詳細につきましては、今後、測量及び詳細設計を

行う中で決定してまいりたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ６番、阿部輝之君。 

○６番（阿部輝之君）  ありがとうございました。

大変ちょっと聞きにくい、ことばがうまくしゃべれ

なくて聞きづらかったと思いますが、これで質問を

終わります。 

○議長（安達 隆君）  一般質問を続けます。４番、

甲斐明美君の発言を許します。 

 ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  皆様、お疲れさまです。も

う少しですので、頑張ってまいりましょう。４番、

日本共産党の甲斐明美です。５項目について一般質

問をいたします。 

 １項目め、憲法問題について。安倍首相は憲法改

正に執念を燃やし、今年度中には国会発議を狙って

います。憲法９条は戦争の放棄、戦力の不保持をう

たっています。戦後よりこの平和憲法があってこそ

戦争をせずに済んでいます。安保法制が成立した今、

憲法に自衛隊を明記すれば、集団的自衛権でアメリ

カと一緒に海外で武力行使をすることに道を開くこ

とにならないかと危惧します。市長は、この憲法を

変えることに対してどのように考えていますか。お

答えください。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  憲法問題についてお答え

いたします。 

 日本が戦後、平和国家として反映してきた歩みの

中で、大きな役割を果たしてきたのが今の憲法だと

思っています。 

 一方で、日本を取り巻く情勢は、憲法制定当時と
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変わってきております。世界では、民族間や宗教間

の対立による地域紛争やテロが多発しておりますし、

日本周辺においても、北朝鮮が軍事的挑発を繰り返

すなど、予断を許さない状況であります。このよう

な日本の安全保障を巡る環境変化とともに、憲法第

９条に関しても議論がなされているところでありま

す。 

 憲法改正については、今後の日本が進むべき将来

を決める大変重要な問題であると思っております。

世界の中の日本の立場や国際情勢を念頭に、若い世

代を含めて広く国民の間で慎重かつ冷静に議論を尽

くしていくことが肝要だと思っております。よろし

くお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  これまでの自衛隊は、現在

の憲法の下、専守防衛を旨として、国連平和維持活

動や国際緊急援助活動で海外に出ることがあっても、

誰も殺さないで、そして殺されないで戻ってきまし

た。今、議論が始まりかけている安倍首相の下での

憲法改正は、非常に危険性を含んでいます。自衛隊

員の命を危険に陥れるものです。どの世論調査を見

ても、内容に不安があり、急いで変えることはない

というのが多数です。市民を守るために、市長はぜ

ひとも世界に誇れるこの平和憲法の９条を変えるべ

きではないということをよろしくお願いしたいと思

います。国会で改憲発議の提案をさせないように政

府に働きかけてもらいたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（安達 隆君）  総務課長、佐藤之則君。 

○総務課長（佐藤之則君）  それでは、再質問にお

答えをいたします。 

 先程市長が答弁いたしましたとおり、この問題、

憲法改正の問題につきましては、国会の中で議論を

されるべき問題でございますし、国の動きを注視し

てまいりたいというふうに思っております。 

 それから、国への働きかけではございますけれど

も、さまざまな問題、考え方がございますので、や

はり国会の議論を見守っていきたいと思っています

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  国会でやってもらうのはも

ちろんのことなんですけども、やはり世論が大事だ

と思います。 

 自衛隊に求める役割として、昨年３月に個人面接

法で調査しておりますが、自衛隊には人命救助や災

害復旧を求める、テロの防止や対策を求めるという

ことで、世論が今動いております。自衛隊や警察も

公務員も日本国民の税金で仕事をしているわけです。

決して他の国に武器を持っていき行使するべきでは

ないと思います。私たち日本共産党も、超党派で安

倍９条ＮＯ憲法を活かす全国統一3,000万人署名に取

り組む、日本が再び海外で戦争をする国にしない政

治を求めまして、次に行きたいと思います。 

続きまして、２項目め、部落差別解消推進法につ

いてです。１つ目、インターネット上などで悪質な

書き込みや、今なお部落差別があるなどとの理由で、

平成28年の12月、部落差別解消推進法が施行されま

した。それに伴う財政面での対策などはないという

ことですが、以前行われていた同和対策事業は平成1

4年３月に終結しているので、そのような予算を組む

ことのないように求めます。 

 ２つ目、平成26年度に行った本市の人権に関する

市民意識調査は、新たな差別を持ち込ませない内容

になっているのでしょうか。 

 ３つ目、部落差別解消推進法によると、実態調査

をするのは国と定めています。本市がすることのな

いように求めます。お答えください。 

○議長（安達 隆君）  人権・同和対策課長、清水

栄二君。 

○人権・同和対策課長（清水栄二君）  部落差別解

消推進法についてのご質問にお答えいたします。 

 まず、予算に関するご質問にお答えいたします。

部落差別の解消の推進に関する法律は、平成28年12

月16日に公布、施行されました。この法律は、現在

もなお部落差別が存在するとともに、インターネッ

トなどの情報化の進展に伴って、部落差別に関する

状況の変化が生じていることを踏まえ、部落差別の

解消を推進し、部落差別のない社会を実現すること

を目的としており、国による財政措置を伴わない法

律となっております。 

 この法律では、相談体制の充実や教育及び啓発の

推進、部落差別の実態に係る調査を国及び地方公共

団体の責務と定めており、本市としましても、これ

らに取り組まなければなりません。したがいまして、

教育や啓発等の必要な予算につきましては、確保し

ていきたいと考えています。 

 議員ご指摘の事業につきましては、地域改善対策

特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律

に基づく事業のことと推察されますが、この法律に

つきましては平成14年３月に失効しており、本市に
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おきましては、それ以降、根拠となる法律がありま

せんので、この事業には取り組んでいないところで

ございます。 

 次に、人権に関する市民意識調査についてお答え

いたします。市民意識調査につきましては、人権問

題に対し市民の方々がどのような意識や意見を持た

れているのかを把握し、人権教育啓発を進めていく

上での参考とさせていただくため実施したものでご

ざいます。調査項目につきましても、人権の重要８

課題について構成しており、議員ご指摘の新たな差

別を持ち込むような内容ではないと考えております。 

 最後に、実態調査についてお答えいたします。実

態調査につきましては、部落差別解消推進法第６条

において、国は部落差別の解消に関する施策の実施

に資するため、地方公共団体の協力を得て部落差別

の実態に係る調査を行うものとするとされており、

現在、法務省人権擁護局において調査の内容や手法

等を検討していると聞いており、その動向を注視し

ているところでございます。国の方針等が示されれ

ば、慎重に対応をしたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  １つ目の再質問をしたいと

思います。先程、同和対策事業は終わったので、も

う予算を組むことはないということでしたので、わ

かりました。当然ですが、特別扱いのないようにし

てください。 

 ２つ目の再質問ですが、情報公開でこの人権に関

する市民意識調査の内容を見ましたら、このような

設問がありました。自分の子どもの結婚に対してと

いうことで一般市民にアンケートをとっています。2

0歳台から80歳台、90歳台までの方を対象にしており

ます。結婚は、両性の合意でできるものであります。

一般市民にアンケートをとってまで、とやかく言う

ものではないと思います。その上、お子さんがいな

い方は、いるものと仮定して考えてくださいとあり

ます。お子さんがいない方は、いるものと仮定して

考えてくださいとありますが、いないのに、どう考

えろというのでしょうか。このような誘導的な質問

や回答の設定などはやめてもらいたい。行政が誘導

的な回答を選ばせるのは、この項目については差別

を持ち込ませることになります。このような調査は

やめてほしいと思います。どう思いますか。 

○議長（安達 隆君）  人権・同和対策課長、清水

栄二君。 

○人権・同和対策課長（清水栄二君）  それでは、

再質問にお答えをいたします。 

 市民意識調査につきましては、人権問題の解決に

向けた施策等に反映させるために実施したものでご

ざいます。調査内容に結婚についての項目もありま

すが、人権施策を行っていく上での必要性から調査

したものであり、調査内容につきましても、大分県

や県内他市を参考に作成し、本市の審議会で審議を

いただいたものであり、差別を持ち込むような内容

ではないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  差別を持ち込むような内容

ではないと言われましたけども、よく考えてみてく

ださい。これからの市民意識調査をもしとるとした

ら、その身になって考えていただきたいと思います。 

 ３番、３つ目の、実態調査をするのは国というこ

とになっております。本市では、主体的・積極的に

することのないようにお願いしたいと思います。同

和地域の本人には全く責任も否もないことです。新

たな差別を掘り起こすような、このような法律はな

くすべきだと考えます。市長は、国に対して部落差

別開放推進法の撤回を求めてもらいたいと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  人権・同和対策課長、清水

栄二君。 

○人権・同和対策課長（清水栄二君）  再質問にお

答えいたします。 

 今、実態調査につきましての再質問でありますけ

ども、これにつきましては、国か地方公共団体の協

力を得て行うこととされておりまして、本市としま

しても、国からの要請があれば協力をしなければな

らない立場にあります。したがいまして、法律に基

づいて適正に対応してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  市長に先程お伺いしました

けども、この部落差別解消推進法の撤回を求めても

らいたいと私が申しましたが、いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  法律において国会の場で

決まったことでありますので、国会で議論していた

だきたいと思っております。当市でどうこうできる

問題ではないと思っております。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 
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○４番（甲斐明美君）  では、次に行きたいと思い

ます。 

 ３項目め、教職員の長時間勤務についてです。教

職員の長時間勤務対策について、これまでも何度も

一般質問で取り上げてきましたが、国や県も対策に

乗り出してきました。県では、県立の全ての学校に

タイムカードを使わせるようです。自己申告ではな

く、実態に近い時間がわかります。新年度より本市

では、どう改善する計画を持っているのでしょうか。

お答えください。 

○議長（安達 隆君）  教育長、河野 潔君。 

○教育長（河野 潔君）  甲斐議員の教職員の長時

間勤務のご質問についてお答えいたします。 

 長時間勤務の改善につきましては、文部科学省や

大分県教育委員会の示す方針ともあわせて、教育委

員会といたしましても具体的に取り組みを進めてい

るところであります。これまで議員ご指摘の学校の

解錠や施錠の公表などによりまして、学校での教職

員の放課後や休業日の勤務の削減が進んできており

ますし、それに伴い、時間外出入り簿の活用の徹底

というのは効果がありまして、長時間勤務の見直し

につながったものと考えておるところであります。

教育委員会や学校管理職も、常に勤務時間を意識し

た働き方を進めているところでもありますし、現在、

学校では、定時退勤日や部活動を行わない日の設定、

会議や学校行事の見直し、校務分掌の効率化、学校

徴収金事務改善、文書配信システムを取り入れた学

校事務作業の効率化、そして、先程ご質問にありま

したタイムレコーダーにつきましては、今後、パソ

コンの稼働状況ともあわせて考えていきたいと思っ

ておるところであります。また、各種会議におきま

しても、その持ち方なども含めて、軽減を現在進め

ておるところであります。 

 教育の質の確保と向上という視点からも、教職員

の意識改革も図っておりますし、教師が子どもと向

き合う時間を充分確保し、コミュニティー・スクー

ル、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー

カーなどの専門家が学校運営に参画し、連携・協同

して校務を担い、チームとしての学校のあり方とい

うのを今後展開をしていきたいと考えておるところ

であります。 

 そして、学校における働き方改革は、教育の質的

な維持と向上という命題を担っているだけに、時間

はかかりますが、教職員のみずからの指導力を身に

つけることで、効果的な指導へとつなげ、学校にお

ける働き方改革の総合的な方策を図ってまいりたい

と考えておりますので、何とぞご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  再質問をいたします。時間

内に仕事を終わらせたくても、次々と仕事がふえて、

減らすことが難しい過重労働になってきております。

ある教職員から、５時過ぎると、管理職から帰って

ください、帰ってくださいと声かけが始まっても、

帰れませんと言うしかなく、鍵も数人しか持たせず、

何だか締めつけられているような感じで、とても苦

しいなど聞きました。タイムカードのような時間の

実態がわかりやすいものを、しばらくは教職員も管

理職も抵抗があるかもしれませんが、これも有効な

勤務管理です。教職員には超過勤務手当は出ません。

過労死ラインが、このタイムカードでわかります。

働き過ぎを、自己管理を含めて管理職にも知っても

らわなくてはなりません。 

 パソコンでの稼働状況と言われましたが、パソコ

ンでは自分が使っている時間、最後の時間までは確

かにでますが、それを確認する作業というのはほと

んどありません。そういったことも入れようとして

いるのかもしれないのですが、パソコンばかり扱っ

ているわけではありません。タイムカードの導入は

いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  教育庁学校教育課長、小川

 匡君。 

○教育庁学校教育課長（小川 匡君）  それでは、

甲斐議員の再質問にお答えいたします。 

 学校の業務が非常に多岐にわたり、教職員の業務

負担が増大しているというのは認識をしております。

その中でも、学校教育のさらなる充実が求められて

おります。やはり教職員が元気であり、そして、子

どもたちと向き合う時間の確保ということが、これ

からの問題になってくるんではないかと認識をして

おります。 

 教育委員会といたしましても、学校としっかりと

連携をいたしまして、勤務時間の意識した働き方改

革を進めるとともに、教職員が一丸となり得る持続

可能な勤務環境の整備に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 パソコンの稼働状況についての件なんですが、朝

パソコンを開く、そして帰るときに閉じるというこ

とで、管理職を中心にその勤務状況をしっかり把握
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をするということで、今後もパソコンの稼働状況の

把握に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  パソコンの稼働状況という

ことを言われましたけれど、現実には、私なども勤

めをしておりましたが、そのようなパソコンが最初

と最後を見るということはできません、現実的に。

一人一人の教職員のパソコンを開けて、管理職が、

ああ、この人はきょうは何時間だ、そういったこと

は現実的にはできません。もっといい方法を考えて

ほしいと思います。タイムカードであれば、もう自

分がもう朝入って、帰るときにまた入れるというこ

とで、一目瞭然であります。恐ろしいような時間が

出ると思います。もうそれは考えられますが、これ

も思い切ってやらないと、本市の教職員の苦しみは

なかなかだと思います。なかなか軽減されるもので

はないと思います。本当の働き方、持続可能な教職

員の働き方というのは、やはりそういった勤務時間

管理と考えていってほしいと思います。 

 再質問ですが、部活動のことですけども、国など

も、教職員の負担感の強いものなので、外部指導者

で対応するようにという提案があります。本市も教

育委員会でも頑張っております。外部指導者をたく

さん入れたり、声かけなどもやっていらっしゃる方

もたくさん知っております。信頼できる外部指導者

であれば、いろいろな権限も与えていいというよう

なことを、国のほうも中央教育審議会のほうでも言

われていると思います。この外部指導者に対する市

の予算組みなども入れられるようにするべきだと思

うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  教育庁学校教育課長、小川

 匡君。 

○教育庁学校教育課長（小川 匡君）  それでは、

甲斐議員の再々質問にお答えいたします。 

 これまでも専門的な指導に負担を感じる教職員へ

の配慮、また部活動の充実を図る目的から、積極的

に外部指導者の活用を進めてきたところであります。

今年度、市内で18名の地域指導者が、各学校で技術

指導等のご協力をいただいております。 

 今年度から国において、部活動指導員の配置が制

度化され、学校における部活動の指導体制の充実が

図られるよう、法の改正が行われました。 

 これを受けまして、教育委員会といたしましても、

大分県や他市の状況を参考に、学校現場と協議する

中で、部活動が学校教育の一環であることを理解し

た上で指導に当たるよう、学校との協議を進めてま

いりたいと思いますし、部活指導員のあり方や制度

の整備についても検討をしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  学校がよくなるように、一

つ一つしっかりやっていただきたいと思います。 

 時間が12時に近くなったのですが、４項目め、５

項目め、あとありますが、どうしましょうか。 

○議長（安達 隆君）  続けて行ってください。 

○４番（甲斐明美君）  ケーブルテレビのほうが12

時に切れるのではないかと思いますが、途中になり

ます。続けてもよろしいですか。私、今まで何度も

ケーブルテレビで切られたことがあるんです。それ

で、私に対して何か悪意があるのではないかと疑わ

れるようなことがあってはいけないのではないかと

思いますが、続けてよいのでしょうか。 

 では、４項目め、詐欺の対処についてです。１つ

目、ひとり暮らしの高齢者がふえており、高齢者を

狙った詐欺事件が本市でも発生しています。特に電

話で不安にさせ、ことば巧みにだますというやり方

です。電話に最初から録音機能がついたものを使え

るように、購入費の補助を提案したいと思います。 

 ２つ目、詐欺や犯罪に遭わないように、青色灯を

つけたパトロール、通称青パトと言いますが、その

パトロール車を希望する人や高齢者宅に立ち寄って

もらうなどの対策を要求します。 

○議長（安達 隆君）  市民課長、都甲賢治君。 

○市民課長（都甲賢治君）  詐欺の対処についてお

答えいたします。 

 議員ご提案の録音機能つきの電話の購入助成につ

きましては、現在のところ補助の予定はありません

が、事業の効果や他の自治体での導入状況など調査・

研究してまいりたいと思います。 

 今後も引き続き市民の皆様からご相談を受けまし

たら、警察と連携して、市報や告知放送などにて注

意喚起をしてまいりたいと思います。 

 青色パトロール車の立ち寄りについては、関係し

ます自治会と協議して、警察や防犯協会に依頼して

対処していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  １つ目の再質問をいたしま

す。最近では、コンビニで電子マネーを買わせる手
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口でだまし取ったり、還付金詐欺、オレオレ詐欺、

または、思ってもみなかったような詐欺など多様化

しています。昨年も本市でも4,800万円の詐欺に遭っ

た方もいます。まだ犯人は見つかっていないようで

すけども、警察署に聞きましたら、この５年間で届

け出があっただけで、毎年二、三件、高額だまし取

られています。恥ずかしいからと届け出しない人も

多いようです。 

 ひとり暮らしの高齢者から相談がありました。そ

の方は耳が遠いのですが、電話をとると、相手が何

を言っているのかわからなかったが、最後にはっき

り土曜日に伺いますとだけ聞こえ、電話を切られた

とのことでした。本人が警察署に届けましたが、不

安そうなので、私もその土曜日には一緒に待ってい

ましたが、来ませんでした。詐欺などは電話がかかっ

てくることが多いので、電話に録音できたらいいの

ですが、高齢者はその録音の取り扱いが難しいよう

です。 

 先程の提案のことですが、最初から録音設定を購

入した電気店や市の委託した方が設定してくれてい

れば、不審者らしい人との会話を警察や知人に聞い

てもらうことができます。こちらが電話をとると、

この電話は詐欺などの防止の為、録音しますと、そ

ういう機械が言いますので、防犯になります。高齢

者にはこのような電話を購入するときの補助をして

ほしいと思うのです。研究をしていただけるという

ことですので、よろしくお願いいたします。警察署

でも録音できる電話を貸し出しているそうですが、

今は全て貸し出しているところだそうです。ぜひ購

入費の補助をしていただきたい。また、市でも防犯

電話の貸し出しができるようにしていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市民課長、都甲賢治君。 

○市民課長（都甲賢治君）  先程ご答弁申し上げま

したように、事業の効果ですね。それから、他市で

実際にこういった助成制度を設けているところもご

ざいます。そういったものを調査・研究してまいり

たいと思います。 

 それと、貸し出し制度は、議員ご指摘のとおり、

警察のほうでそういった機器の貸し出しはしており

ますけども、台数が限られておりますので、今のと

ころそういった余裕がないというふうには聞いてお

ります。あわせて研究してまいりたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  ２つ目の再質問ですけども、

青パトのことですが、本市では、防犯協会のボラン

ティアの方が、自分の車で、ガソリンも自分持ちで

走っているとのことです。市民のために本当にあり

がたく思います。 

 宇佐市では、危機管理課の３人の人が担当し、３

台の市の青パトが走り、よく知られているようです。

私も見かけました。本市でも宇佐市のように市が青

パトを走らせ、立ち寄ってほしいとの希望のある人

には、声をかけてもらえるシステムができればよい

なと思いまして提案しました。防犯協会とも話し合

い、市でもこのような政策ができればよいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  市民課長、都甲賢治君。 

○市民課長（都甲賢治君）  青色パトロール車の巡

回についても、先程ご答弁申し上げましたように、

議員のほうもご存じのとおり、協会のほうでボラン

ティア活動というか、そういった方々を中心にやっ

ております。 

 引き続きそういったご要望があることがありまし

たら、先程ご答弁申し上げましたように、警察、協

会と協議しながら、パトロール監視に努めてまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  詐欺の防止のためによろし

くお願いいたします。 

 ５項目めのごみの減量化について質問をいたしま

す。１つ目は、限りある地球の資源のために、ごみ

の減量化を。２つ目、これまでの分別に加え、燃え

ないごみとして出していた小型家電のリサイクルの

取り組みについてお答えください。 

○議長（安達 隆君）  環境課長、後藤史明君。 

○環境課長（後藤史明君）  ごみの減量化について

のご質問にお答えいたします。 

 現在、本市では、ごみ減量と資源化を図るため、

各施策に取り組んでいますが、その取り組みを広く

市民の皆さんへ知っていただくため、ケーブルテレ

ビ、市報、ホームページを活用しての啓発に努めて

いるところでございます。さらに、直接市民の皆さ

んへ説明をして、理解をしていただくことが最も効

果的であるという認識の下、自治会単位での説明会

に力を入れるとともに、サロンや小学校での出前講

座を開催してきたところでございます。 

 そして、本年度は、７自治会のご協力の下、ごみ

減量チャレンジ自治会事業を実施してきたところで
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ございます。この事業は、自治会単位で３カ月間の

ごみ減量に取り組んでいただき、実際に出されたご

み量を毎月１回計測することによって、減量できて

いるかどうかの検証を行い、事業効果を確認しなが

ら、その推進を図るものでございます。 

 また、協力していただいた自治会に対しましては、

ごみ減量の達成状況に応じて、お買い物券を差し上

げるといった特典も準備しながら、自治会としてご

み減量の意識を高めていこうというものでございま

して、結果といたしましては、７自治会全てでごみ

の減量を達成したところでございます。 

 今後につきましても、事業の継続と拡充を行いな

がら、さらなるごみの減量を図ってまいりたいと考

えております。 

 次に、リサイクルの取り組みについてお答えいた

します。 

 本市では、集積所での収集する資源ごみとして、

ダンボールや新聞紙など８種類の分別をしていただ

き、資源ごみとして回収しているところでございま

す。 

 また、このほかにも、デジカメやリモコンなどの

小型家電と言われるものや、インクジェットプリン

ターのインクカートリッジ、ペットボトルのキャッ

プ、天ぷらなどをした後の食用油の拠点回収を、市

役所各庁舎や公民館などで行っているところでござ

います。 

 今後につきましても、さまざまな機会を通じて啓

発を推進し、リサイクルの取り組みを進めていきた

いと考えています。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  １つ目の再質問をいたしま

す。７つの自治会で燃えるごみを調査したというこ

とで、うまくいった事例です。リバウンドが起きな

いように、これから継続していただくことが大事だ

と思いますので、今後とも広報などよろしくお願い

したいと思います。 

 私自身は、ごみの分別をしているときは、限りあ

る資源を守っているんだという誇りを持って楽しく

やっています。今後ともごみを減らし、またはこれ

を持続していこうとするためには、もう捨てるもの

を減らす。食材は買い過ぎず、食事は食べ切るよう

にしたいと思います。余分につくらないということ

です。 

 また、もう一つ提案したいのですが、以前から特

にひとり暮らしの方からの要望が続いております小

さいごみ袋のことです。現在の小の袋の半分くらい

のものを安く作製してもらいたいと思います。ごみ

袋が小さいと、燃えるごみに出す量も減ります。分

別も進みます。今の小より小さいごみ袋をつくって

もらえないでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  環境課長、後藤史明君。 

○環境課長（後藤史明君）  ごみ減量化についての

再質問にお答えいたします。 

 ごみの減量につきましては、継続した啓発が重要

でありますので、また取り組みを進めてまいりたい

と思います。 

 それから、小さな指定ごみ袋の作製についてでご

ざいますが、現在、広域事務組合のほうで新しいご

み処理施設の計画を進めている関係で、ごみ袋の大

きさを統一していくかどうかの検討を３市で進めて

いる状況でございます。なので、現在のところは、

現行の大小２種類の袋をご用意していただきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  この前も広域ごみ組合のほ

うでやっているというようなことを言われましたけ

ども、本当にそうなのかなと私思うんです。ごめん

なさい。うそとか言うんじゃないんですけども、そ

ういうところで検討をしたから、小さくなる大きく

なるということがあるのかどうかなと思うんです。

その方たちが本気に市民のためを思ってくれている

のか、そういうことを感じるわけです。私もちょっ

と広域ごみ組合にほかのことで電話をしましたけど

も、何かほとんど何も把握していないような雰囲気

を感じました。各市で取り組んでも別に構わないの

ではないかなという気がいたします。 

 ２つ目の再質問をします。今、小型家電のリサイ

クルは、市役所や子育て支援センター、花いろ、各

公民館などで緑色の回収ボックスで集められていま

す。集めるものは、携帯電話、デジタルカメラ、小

型ゲーム機、リモコン、電源コードなどで、ボック

スの前に表示されています。この小型家電のごみの

中に貴重なアルミ、レアメタル、金、銀、銅などが

あり、金属資源としてリサイクルされるということ

です。ケーブルテレビでも紹介されていました。燃

えないごみとして捨てれば、埋め立てされる。緑色

の回収ボックスに入れれば、限りある貴重な資源の

リサイクルになります。回収ボックスをふやすなど、
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本市でももっと小型家電のリサイクルを広く勧めて

はどうでしょうか。お答えをお願いします。 

○議長（安達 隆君）  環境課長、後藤史明君。 

○環境課長（後藤史明君）  ごみ減量化についての

再質問にお答えいたします。 

 回収につきましては、公民館それから市役所各庁

舎で行っておりますので、この箇所については現行

のままでいきたいと思います。ただ、啓発につきま

しては、引き続きあらゆる機会を通じて市民の皆さ

んにお願いして、できるだけ回収してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ４番、甲斐明美君。 

○４番（甲斐明美君）  これで一般質問を終わりま

す。 

○議長（安達 隆君）  しばらく休憩します。 

 午後の会議は13時に再開をいたします。 

午後０時10分 休憩 

午後１時０分 再開 

○議長（安達 隆君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を続けます。 

 １番、安達かずみ君の発言を許します。１番、安

達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  皆様、こんにちは。議席

番号１番、公明党の安達かずみです。通告に従って

一般質問を行います。 

 公明党大分県本部女性局では、毎年県知事に対し

て予算要望を行っています。昨年で40回目になりま

した。その中でずっと要望しているものの一つに、

重度心身障がい者の医療費助成制度についてという

のがあります。現行の制度では、重度障がいのある

方々が医療費の還付を受ける際に、その都度市役所

の窓口に申請に出向かなければなりません。ご本人

やご家族の負担は大きなものでした。 

 昨年12月５日、広瀬知事は、現行方式を見直し、

市町村窓口での還付申請が必要ない自動償還払いに

切りかえる意向を示しました。来年度の本市の予算

の中にも入っていますが、この重度心身障がい者医

療費給付事業についてのスケジュール的なものと現

行との違い、対象者がどれくらいいらっしゃるのか

を教えてください。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  それでは、私から、重度

心身障がい者の医療費助成についてお答えいたしま

す。 

 医療費助成につきましては、現在、病院で一旦自

己負担を支払った後に市に申請することにより助成

を受けられる制度となっております。しかしながら、

助成を受けるためには、その都度領収書等添付して

市の窓口に申請に来ていただく必要があります。こ

の制度の詳しい内容を聞いた際に、私は大変憂慮す

べき課題であり、本人やご家族に大変なご負担をお

かけしていると認識した次第であります。 

 あわせて、県下全体で自動償還払いの導入につい

て昨年度より検討されており、11月に開催されまし

た知事と市町村との意見交換会の場においても、自

動償還払いの導入について議題が提出されたことか

ら、この方式であれば、市の窓口に申請に来なくて

よくなる、自動的に還付されるというメリットがあ

り、対象者の皆さんの大きな負担軽減につながるこ

とから、ぜひ推進していただくよう賛成をいたしま

した。 

 県下の各市町村からも推進の意見が大勢を占め、

足並みがそろいましたことから、現在、平成31年度

の実施に向け、市町村ワーキンググループを設置し、

具体的な議論を行っているところであります。今後

は、大分県の市町村とも連携を図りながら、スムー

ズに実施できるよう進めてまいりたいと考えており

ます。 

 その他のご質問につきましては、担当課長より答

弁をさせます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  医療費助成につい

てのご質問にお答えします。 

 重度心身障がい者の医療費助成につきましては、

病院を受診した際に支払った一部負担金の内、同一

の保険医療機関等について、医療保険適用分が一月1,

000円を超える場合は、市に申請することにより自己

負担限度額までの助成を受けることができることと

なっております。 

 しかしながら、先程市長がご答弁申し上げました

とおり、助成を受けるためには、その都度領収書等

を添付して市の窓口に申請に来ていただく必要があ

ることから、大きな負担となっておりました。 

 今回、山梨県などで実施されております自動償還

払い方式の導入について、県内で統一的な運用を行

う協議が整ったことから、現在具体的な議論を行っ

ているところであります。この方式は、医療機関の

窓口で一部負担金を支払っていただくことは必要で



３月 13 日 

 - 45 - 

 

ございますが、その後、市の窓口に申請に来ていた

だく必要はなく、自動的に還付されるところが大き

なメリットとなります。 

 また、制度の対象者となる重度心身障がい者は、

身体障がい者手帳１級または２級に該当する方、療

育手帳のＡ判定の方、精神障がい者保健福祉手帳の

１級に該当する方などで、全体で561名となっており、

本人、配偶者、扶養義務者の所得金額が一定額以下

の場合に助成の対象となります。 

 今後のスケジュールについてでございますが、平

成30年度中に電算システムの構築や条例や各種様式

等の整備、医療機関等との協議を経て、県下一斉に3

1年度中の実施に向け協議を行っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  ありがとうございます。 

 では、次の質問に入ります。 

 橋梁改修等の施工方法についてという難しいこと

ばで書いてありますけれども、橋などの鉄鋼で建設

されているものは、腐食やさびなどを防ぎ、長持ち

させるために鋼材の上に何層も塗料、塗膜を施して

います。それにも寿命があるので、塗りかえが行わ

れます。塗りかえには、一度前に塗られた塗料を剥

がして、それから新しい塗料を塗ります。その剥が

し方には、塗料を溶かすやり方と削るやり方がある

ようです。本市で行っている塗膜除去は、どのよう

な工法でしょうか。 

○議長（安達 隆君）  建設課長、永松史年君。 

○建設課長（永松史年君）  それでは、橋梁改修工

事等における塗膜除去の工法についてのご質問にお

答えします。 

 現在、市では道路ストックの長寿命化事業に取り

組んでおり、特に橋梁につきましては、平成23年度

より補修工事を行っているところであります。市で

管理しています橋梁は352橋あり、構造的には、コン

クリート製のものが大部分を占めておりますが、鋼

製の橋梁も37橋ほどございます。 

 ご質問の塗膜除去につきましては、主にこの鋼橋

が対象になると思われますが、これまで行ってきま

した鋼橋の補修工事では、比較的規模が小さいとい

うこともあり、電動工具のサンダーによる塗膜及び

さびなどを除去するサンダー工法を採用してまいり

ました。この工法のメリットとしましては、大がか

りな機械設備が不要である、特殊な工具を必要とし

ない、コストを低く抑えられるなどがあり、一般的

に小規模な工事では広く用いられている工法でござ

います。 

 しかしながら、現在一般的となっていますサンダー

工法や研磨剤を高圧で塗装面に打ちつけて塗膜除去

を行うブラスト工法では、作業時の騒音、塗膜ダス

トの飛散や回収方法等が問題となっており、中には、

塗膜に有害物質が含まれている場合もあり、作業者

はもとより周辺環境への影響も懸念されているとこ

ろです。 

 このような中、近年、インバイロワン工法等を始

めとする塗膜剥離工法による塗膜除去が注目されて

います。この工法は、塗装面に剥離剤を塗布し、充

分湿潤させた後、軟化した塗膜をへら等により除去

する工法です。この工法では飛散の心配がなく、飛

散の回収も容易であり、作業員や周辺の環境にも優

しい工法といえます。ただし、さびの多い箇所や黒

皮の処理が必要な場合は、ブラスト工法などの併用

が必要となり、コストアップとなる場合もあります。 

 塗膜除去には多くの工法がありますが、各工法は

使用箇所やコスト面などにより、それぞれ長所、短

所があり、一概にこの工法を採用するということに

はなりませんが、今後の工法選定につきましては、

補修設計を行う中で現場の諸条件を考慮し検討して

まいりたいと考えています。 

 これまでも、作業時には安全具を着用させるなど

安全衛生管理を行ってきましたが、今後につきまし

ても引き続き作業者の健康や周辺環境に配慮し、施

工管理を行ってまいりたいと考えておりますので、

ご理解をお願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  今、課長の答弁にもあり

ましたように、塗膜の中には健康被害を引き起こす

可能性のあるカネミ油症で有名になったＰＣＢや鉛

などの有害物質が含まれています。これを剥がす際

に、今本市で導入しているサンダー工法やブラスト

工法では、粉じんや研磨剤が飛散します。作業され

る人はもちろん、飛散した粉じんは本市に住む皆さ

んの健康を害する危険があります。課長も今後の導

入をお考えだとお伺いして安心しましたが、インバ

イロワン工法は、従来の剥離剤とは違って24時間か

けて塗膜の深部まで浸潤させ、有害物質も含まず、

安全に塗膜を除去し、約30日で成分の94.6％が自然

界に戻るのだそうです。 

 お医者様でもあり、国会議員でもある公明党の秋
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野参議院議員は、国民の健康を脅かす要因をなくす

ために、このインバイロワン工法を全国的に普及さ

せるべきだと言っています。国土交通省も現時点に

おける最高の剥離工法である推奨技術として認めて

います。市民の安心安全のためにも今後の導入に期

待します。 

 次の質問に移ります。 

 子どもたちの命を守るために、最近ではＳＮＳを

活用した、いじめ・自殺相談を行って大きな成果を

上げている事例もあるようです。現在の子ども、若

者は電話をほとんど使わず、ＬＩＮＥなどでのやり

とりが主なコミュニケーションの手段となっていま

す。相談をしたくても、ふだん使わない電話では伝

えにくいでしょうし、声を出すのが苦手な人もいる

でしょう。そういった時代の傾向をうまく活用した

のがＬＩＮＥによるいじめ相談だと思います。実際、

試行されたＬＩＮＥによるいじめ相談の事例では、

電話に比べ気軽に相談しやすい、圧倒的に相談件数

がふえた、啓発動画の一斉配信など紙媒体に比べ低

コストで効果的に注意を喚起できるなどの利点があ

ると報告されています。 

 文科省でも、ＳＮＳによる相談体制の推進を進め

ています。時代の変化に対応した取り組みに本市も

続いていくべきだと考えますが、教育委員会の見解

はいかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  教育庁学校教育課長、小川

 匡君。 

○教育庁学校教育課長（小川 匡君）  それでは、

安達議員のＳＮＳを活用したいじめ相談についての

ご質問にお答えいたします。 

 学校では、いじめやさまざまな問題に対しまして

教職員、スクールカウンセラー及びスクールソーシャ

ルワーカー等さまざまな専門的知識の中で、早期発

見、早期解決に向けて相談体制を整えているところ

であります。 

 各学校では、いじめ防止基本方針を策定し、それ

に基づき、軽微ないじめも見逃さないようにしてお

りますし、教育委員会といたしましても、いじめ防

止対策委員会を設け、相談体制を充実させ、きめ細

やかな対応をしているところであります。 

 また、教育委員会及び各学校では、いじめの根絶

を目指し、いじめの未然防止、早期発見、早期解決

に向けて市民及び関係機関などと協力しながら多く

の取り組みを行っております。今後につきましても、

相談体制の連携を図りながら対応を行ってまいりた

いと考えております。 

 議員ご質問の、ＳＮＳを利用しての相談体制につ

きましては、千葉県柏市の公立学校での先行事例が

あるようですので、今後さまざまな教育の視点から

運用の実態を確認し、検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上であります。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  時代の流れに沿って、取

り入れるものは取り入れて、できるだけいい方向に

なっていくといいなと思います。 

 では、次の質問に移ります。 

 本市では、手話、点訳、音訳ボランティアの養成

講座を行っており、目の不自由な方でも市報の情報

を平等に受け取ることができるよう市報の点訳、録

音も行われています。これは、本市の誇れる取り組

みの一つだと思います。さらに取り組んでいただき

たいのが、読み書きボランティアの養成です。これ

は、目の不自由な方だけではなく、目は見えても読

むことが困難な方、手が自由に使えないので、書く

ことが困難な方、高齢になって目や手、指が不自由

になり、読むこと、書くことに困難さを感じておら

れる方がふえています。また、これからふえるであ

ろうことは明らかです。ご家族やご近所の人にも頼

めないことも多々あるでしょう。そのようなときに

ボランティアをしてくれる人が市内にいれば、とて

もありがたいと思うのです。実際、この読み書きボ

ランティアの養成に取り組んでいる自治体もすでに

あります。高齢化と人口減少を考えると、これから

必要なボランティアだと思います。 

 読んだり書いたりすることは誰にでもできること

なのですが、ボランティアとして個人情報の秘密厳

守や知っておかなくてはならないルールなども養成

講習の内容になるかと思います。研修を受けた信頼

のおけるボランティアがいれば、本市はさらに住み

やすいまちになると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  読み書きボランティ

アの育成についてお答えいたします。 

 議員ご案内のとおり、視覚障がいや高齢などによ

り、字の読み書きが困難な方につきましては、生活

のあらゆる場面において困難な状況が考えられます。

このような場合、障がい福祉サービスが利用可能な

方は代筆、代読の対応ができることとなっておりま

すし、市役所の窓口においては職員が可能な範囲で
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対応させていただいております。 

 しかしながら、在宅における生活上の困りはさま

ざまでありまして、その軽減のためには家族や知人、

地域の方々の支援が必要不可欠となっております。

そういった意味では、読み書きだけではなく、生活

のあらゆる面で地域全体で支え合う仕組み、いわゆ

る国の掲げる地域共生社会の実現がこういった課題

に対応していくためには非常に大切であると思って

おります。 

 また、本年度策定中の第３次地域福祉計画のアン

ケート調査においても、「生活上の相談や手助けが

必要になったときに誰に頼みますか」という質問に

対し、「身近な人や行政に頼る」という方が多い一

方で、「頼める人はいない」という回答も少なから

ずありますことから、しっかりとニーズを把握し、

議員ご提案のボランティアの育成も含めて地域の中

で支え合う仕組みづくりを目指してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  ５番目の質問に入ります。 

 現在の日本では、予備軍を含めると、65歳以上の

方のおよそ４人に１人が認知症ともいわれています

し、今後75歳以上の高齢者が格段にふえることを考

えると、それに合わせてさらに認知症はふえると予

想されています。しかし、不安要素だけではなく、

最近の研究では、認知症の35％が予防可能であると

指摘されています。記憶力や注意力などの認知機能

が年相応といえない程度に低下した状態を認知症予

備軍（ＭＣＩ）というそうですが、このＭＣＩと判

定されても31％の人が再び正常な状態にまで回復す

るそうです。 

 ところが、高齢者が単なる物忘れなのか、または

このＭＣＩなのかを判断するのは大変難しく、普通

に日常生活を送っている人でも認知機能を詳しく検

査してみると、約20％がＭＣＩだったという結果も

出ています。ということは、早い段階で認知機能検

査を受けること、機能低下の早期発見に向けた受診

の流れをつくる必要性があるということだと思うの

ですが、本市では、今後この認知症の早期発見・早

期治療について、どのような取り組みを考えている

のでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  認知症の早期発見・

早期治療の対策についてご答弁申し上げます。 

 認知症の方を早期に発見するためには、まずは広

く市民の皆さんが認知症に対する正しい知識を持っ

ていただくことが重要でございます。そのため、市

では認知症サポーター養成講座を開催し、認知症に

対する正しい知識を持っていただき、それぞれの地

域や職場において認知症の方を温かく見守り、手助

けが必要な方のサポートをしていただく取り組みを

進めております。 

 あわせて、県北唯一の認知症疾患医療センターで

ある千嶋病院や地域包括支援センターのご協力の下、

県下でいち早く認知症初期集中支援チームを立ち上

げ、認知症と思われる方の早期の相談や受診につな

げるための支援を行うとともに、本年度には症状に

応じた適切な医療や介護サービスの流れをまとめた

冊子、認知症ケアパスも作成し、配布いたしており

ます。 

 認知症に対する市民の皆さんの関心は年々高まっ

てきておりまして、講演会には多くの皆さんが参加

していただいておりますし、サポーター養成講座に

もこれまでおよそ3,400人の方が受講していただいて

おります。 

 特に、平成29年11月までの過去１年間におけるサ

ポーターの養成者数が、人口５万人未満の自治体で

全国１位となり、厚生労働省から事業の委託を受け

ている特定非営利法人地域ケア政策ネットワーク全

国キャラバン・メイト連絡協議会より表彰状をいた

だくことができ、非常にありがたく思っております。 

 認知症の早期発見・早期治療のためには、このよ

うな取り組みを引き続き推進していくことが大切だ

と思いますし、議員ご提案の件につきましても非常

に重要でありますので、ぜひ参考にさせていただき

取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  再質問をします。 

 認知症サポーターの養成者数が全国１位というこ

とで、大変すばらしい成果を上げられ、まことにお

めでとうございます。ということで、本市には3,40

0人の認知症サポーターがいるわけです。この市民の

力を活かし、うまく展開できれば、これを本当に意

味で日本一の取り組みといえるのではないかと思う

のですが、認知症サポーターの今後の活用方法など

に何か計画があるのでしょうか。 

○議長（安達 隆君）  社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  それでは、安達議
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員の再質問にお答えします。 

 認知症サポーターに期待されることは、認知症に

対して正しく理解することはもとより、近隣の認知

症の人や家族に対して自分なりにできる簡単なこと

から実践していただくことであります。 

 本市では、サポーター養成講座に非常に多くの市

民の皆さんが関心を持っていただき受講していただ

いておりますので、まずはその地域の中のリーダー

として声かけや見守りなどの取り組み、また受講し

ていない方への養成講座開催の推進役などを担って

いただければと思っております。 

 また、今後も中学生以上の多くの市民が認知症サ

ポーターとなるよう自治会やサロン、職場、学校な

どあらゆる場に出向き、サポーターの養成に取り組

んでまいりたいと考えておりますので、市民の皆さ

んにはぜひご協力お願いできればと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  ６番目の質問に入ります。 

 昨年９月の一般質問でも質問しましたが、発達障

がいの周知についてです。現在、出産から義務教育

の中では発達障がいに関する情報や教育指導が普及

してきました。しかし、一般の社会の中では、まだ

まだ知られていないため、発達障がいのお子さんを

お持ちの親御さんは、「しつけが悪い」と冷たい目

で見られたり、「病院に連れて行って治療を受けろ」

と言われたりして、お子さんのことで悩む以上に心

ない周りの無理解で苦しんでおられます。 

 発達障がいは、病気ではありません。障がいです。

目の見えない人に「見なさい」とは言わないでしょ

う。足の不自由な人に「ちゃんと歩け」とは言わな

いと思います。でも、発達障がいの人は、見た目に

わからない人が多いので、「できないのは努力が足

りない」とか、「甘えている」、「怠けている」、

「なぜこんなこともできないのか」、「何度言った

らわかるのか」と責められることが多いのです。本

人や親御さんの苦しみは、学校にいる間だけではな

く、就職してからもずっと続きます。 

 私も、前回の質問の後、発達障がいを知っていた

だくための講演を専門家に来ていただいて、少人数

ではありましたが一度行いました。20人ほどの50代、

60代の方が中心の本当に小さな会でしたが、そのお

話を聞いた60代の方から、「自分はずっと勉強がで

きない、頭が悪いと思って今まで生きてきたが、あ

の話を聞いて自分も発達障がいだったんだとわかっ

た。自分はここまで生きていきたから、今さらどう

したいということもないが、若い人で自分と同じよ

うに自信を持てず、自分はだめな人間だと思いなが

ら生きている人はたくさんいるのではないだろうか」

とのお話がありました。認知症サポーターと同じよ

うに、まず発達障がいとはどういう障がいで、どの

ように声かけやサポートをしてあげれば本人が生き

やすくなるのかを広く周知してもらう必要がありま

す。生きづらさを感じながら暮らしている人を、一

人でも少なくしていくのも行政の役目だと思います。 

 前回の答弁の中で、支援員を含め、地域で支える

社会の実現のための体制づくりを検討していきたい

とのお答えをいただきましたが、今後の取り組みに

ついてのお考えを教えてください。 

○議長（安達 隆君）  ウェルネス推進課長、伊南

冨士子君。 

○ウェルネス推進課長（伊南冨士子君）  それでは、

発達障がいの周知・啓発についてのご質問にお答え

します。 

 議員ご指摘のとおり、発達障がいがある方が生き

づらさを克服して生活をしやすくしていくというた

めには、地域の理解と受け入れが大変重要であると

思います。現在、豊後高田市では、前回も申し上げ

ましたが、早めに気づき、適切に対応していくため

に乳幼児健診や個別に発達相談を実施しております。

また、子どもに接する関係者向けの講演会や研修会

を開催し、正しい知識の普及、啓発を行っていると

ころでございます。 

 市民の皆様への啓発につきましては、５歳児健診

を受けたお子さんの保護者全員へ発達障がいに関す

る資料をお配りしております。また、教育委員会の

ほうでは、今年度から大分県教育委員会が作成した

パンフレットを小中学校の保護者宛てに配布し、今

後年次的に配布対象を拡大すると聞いております。

こういった取り組みを今後も継続してまいります。 

 加えて、今年度本市では地域福祉計画を策定し、

その中で助け合い、つながり合い、支え合い、一人

一人が主役の地域づくりを基本理念に掲げておりま

して、その理念の下、今後は関係機関と連携し、積

極的に広く市民の方向けに各種媒体を活用した正し

い知識の普及や講演会、先程議員がご提案いただい

たミニ研修会などを計画していき、市民の皆様の理

解を広めてまいりたいと思っております。 

○議長（安達 隆君）  １番、安達かずみ君。 

○１番（安達かずみ君）  ありがとうございました。
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質問を終わります。 

○議長（安達 隆君）  一般質問を続けます。 

 ３番、黒田健一君の発言を許します。３番、黒田

健一君。 

○３番（黒田健一君）  議席番号３番、黒田健一で

ございます。通告に基づき一般質問を行いたいと思

います。本日は２項目を一般質問したいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 １項目めといたしまして、先程質問されました阿

部議員と同じ質問になりますが、私が平成28年６月

に一般質問しました旧香々地町の長崎鼻より高島地

区への市道ですが、幅員が狭く、馬瀬トンボロ現象

を見に行く観光客や船釣りに行くために兼用する車、

大型バス等が利用する際に困難であり、住民や観光

客の利便性が損なわれております。 

 道路を拡幅し、長崎鼻から高島地区への恋叶ロー

ドとして認定していただければと思いますが、どの

ように考えておられるか、市の見解をお尋ねいたし

ます。 

 先程、阿部議員が質問されているので、答弁の内

容、よく理解しておりますので、答弁は短くていい

のでお願いいたします。 

 次に、同じ市道において、長崎鼻から高島地区へ

向かう際、大谷地区でののり面の老化により、落石

箇所が目につく危険な箇所が２カ所あります。観光

客や地元の健康ウォークの方などの通行に大変危険

であり、広い範囲で離合が困難になっております。

整備ついてどのように考えておられるのか、市の見

解をお尋ねいたします。 

○議長（安達 隆君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  長崎鼻から高島地区への

道路整備についての質問の内、落石箇所の整備につ

いてお答えします。 

 先程、議員さんから、平成28年６月に高島地区に

つながる道路整備をしてほしい、またその時は大型

バスも通らないし、子どもの通学、通勤にも不便を

期しているというお話も聞かせていただいたところ

であります。そういう意味で、この道路は是が非で

もやり遂げたいという思いであります。 

 それでは、具体的にその落石の部分について答え

させていただきます。 

 この高島線は、高島地区の集落より海岸線を通り、

長崎鼻へとつながる路線でございます。本路線沿い

には、長崎鼻や日本でも数少ないトンボロ現象が見

られる馬瀬などもあり、四季を通じて多くの観光客

が訪れており、また地域の通勤、通学にも利用され

ています大変重要な道路でございます。 

 今回、この路線の海岸線付近にございますのり面

が、長年の風化によりまして近年頻繁に落石が発生

している状況にあり、現在は一時的にセーフティー

コーン等により安全対策を講じ、注意喚起を行って

いるところでございます。 

 しかしながら、今後も風化の進行によりさらなる

落石の危険性も考えられますので、今回早急に対応

する必要があると判断し、落石防止対策工事の調査

設計に必要となる経費を当初予算に計上させていた

だいておるところでございます。 

 なお、財源につきましては、関係機関と協議を行

い、国の社会資本整備総合交付金事業により実施で

きるよう努力してまいりたいと思っております。今

後の整備につきましては、地域住民の安全確保のた

めにも早期完成が図れるよう平成30年度において測

量設計を行い、平成31年度より工事に着手できるよ

う鋭意努めてまいりたいと考えています。よろしく

お願いいたします。 

○議長（安達 隆君）  建設課長、永松史年君。 

○建設課長（永松史年君）  それでは、長崎鼻から

高島地区への道路整備についてのご質問にお答えし

ます。 

 長崎鼻と高島地区を結ぶ市道高島線の道路拡幅に

つきましては、先程阿部議員にご答弁申し上げまし

たように、地域の利便性向上はもとより観光地への

アクセス向上のため道路整備が必要であると判断し

たところであり、今後、平成30年度に測量設計を行

い、平成31年度より工事に着手したいと考えていま

す。 

 なお、完成時期につきましては、設計等ができて

いませんのではっきりとしたことは申し上げられま

せんが、早期完成が図れるよう努めてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ３番、黒田健一君。 

○３番（黒田健一君）  早期完成を市民同様に願っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次にまいります。 

 今では、各自治会で話し合いや各サロンが多く開

催されております。少子高齢化への影響もあり、地

域の高齢化は加速し、自治会の公民館を利用する方、

また高齢者が多く、正座が困難な市民が多くおりま

す。そこで、低い座椅子があれば、市民の方も体の
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負担が少なく参加できます。 

 近隣の市では、すでにその対策が行われており、

高齢者から感謝のことばをよく聞いております。住

みやすいまちを目指す我が市にとっては必要なこと

ではないでしょうか。これらを自治会単位で購入す

るためには、多額の費用が発生します。 

 そこで、各自治会の公民館へ幾らかの助成や補助

ができれば、話し合いの時には、膝、腰の負担も軽

減できます。現状の備品の整備についてどのように

考えておられるか、市の見解をお尋ねいたします。 

○議長（安達 隆君）  総務課長、佐藤之則君。 

○総務課長（佐藤之則君）  集会所等への備品整備

についてのご質問にお答えをいたします。 

 自治会が利用する集会所等につきましては、それ

ぞれの自治会で所有し、管理運営を行っているとこ

ろ、それから、地域の事情により市の公民館、地区

の神社、寺院等を利用している自治会などもありま

す。そういった自治会が利用する集会所等に対して、

統一的に座椅子などの備品購入費用を助成すること

につきましては、経費の問題とともに地域ごとに事

情が異なりますので、なかなか困難であると考えて

おります。 

 しかしながら、コミュニティー維持や活性化のた

め、複数の自治会等が協同で実施する取り組みにつ

きましては、活用できる事業もあるようでございま

すので、そういった条件に合うものにつきましては、

担当課にご相談をいただきたいと考えております。 

 また、今後国との助成制度の中で活用できるもの

がないかを調査研究してまいりたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（安達 隆君）  ３番、黒田健一君。 

○３番（黒田健一君）  再質問は行いませんが、ど

うにか助成金の出口を探したいと思います。そして

またその時はよろしくお願いいたします。終わりま

す。 

○議長（安達 隆君）  以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 あすから３月22日まで休会し、各委員会において

付託案件の審査をお願いいたします。 

 次の本会議は、３月23日、午前10時に再開し、各

委員長の報告を求め委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。なお、討論の通告は３月20日、予

算審査特別委員会終了後直ちに提出願います。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後１時43分 散会 
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